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大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
　
広
報
室
）
�

●午前の部の発表場面�

●午後の部の発表場面�

　
七
月
二
七
日
〜
八
月
二
日
、
「
関

連
職
種
連
携
実
習
」
が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
は
「
関
連
職
種
連
携
教
育
」
の

最
終
ス
テ
ッ
プ
で
あ
り
、
学
科
横
断

チ
ー
ム
で
実
際
の
病
院
や
福
祉
施
設

で
五
日
間
の
実
習
を
行
っ
た
。
今
年
は
、

一
六
四
人
の
学
生
が
一
八
の
チ
ー
ム

に
分
か
れ
、
本
学
の
附
属
・
関
連
を

は
じ
め
一
五
の
施
設
に
出
向
い
て
実

習
を
行
っ
た
。
�

　
実
習
先
で
は
、
ま
ず
他
職
種
の
現

場
を
訪
れ
、
他
職
種
へ
の
理
解
を
深

め
な
が
ら
、
チ
ー
ム
が
担
当
す
る
実

際
の
患
者
さ
ん
や
利
用
者
の
情
報
を

収
集
す
る
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
ア
セ

ス
メ
ン
ト
を
行
い
、
結
果
を
サ
マ
リ

ー
に
ま
と
め
た
後
、
治
療
計
画
や
サ

ー
ビ
ス
計
画
を
作
成
し
た
。
�

　
最
終
日
に
は
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

で
こ
れ
を
発
表
し
、
現
場
の
医
師
や

専
門
職
か
ら
意
見
や
質
問
を
受
け
る

こ
と
に
よ
り
計
画
案
は
よ
り
現
実
的

な
も
の
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
ま
さ
し

く
本
物
の
「
職
種
間
連
携
」
の
体
験

で
あ
る
。
�

　
こ
れ
を
受
け
て
、
八
月
三
一
日
に

は
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
で
「
報
告
会
」

が
実
施
さ
れ
、
情
報
共
有
が
図
ら
れ
た
。
�

　
医
療
福
祉
専
門
職
を
養
成
す
る
六
学
部
一
六

学
科
を
擁
し
、
四
つ
の
附
属
病
院
や
豊
富
な
関

連
施
設
を
擁
す
る
本
学
の
特
長
的
な
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
が
「
関
連
職
種
連
携
教
育
」
で
あ
る
。
学

生
の
う
ち
か
ら
「
チ
ー
ム
医
療
・
チ
ー
ム
ケ
ア
」

を
実
践
的
に
体
験
す
る
こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が

今
年
度
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。
�

　
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
と
診
断
さ
れ
た
Ｉ
さ

ん
（
五
九
歳
男
性
）
が
、
娘
の
結
婚
式
で
バ
ー

ジ
ン
ロ
ー
ド
を
歩
き
、
ス
ピ
ー
チ
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
の
職
種
間
連
携
と
は
。
�

　
六
月
二
九
日
、
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
で
「
関

連
職
種
連
携
ワ
ー
ク
報
告
会
」
が
行
わ
れ
た
。

「
関
連
職
種
連
携
ワ
ー
ク
」
は
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（
問
題

解
決
型
学
習
）
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
方
式
の
学
習

を
取
り
入
れ
た
科
目
で
あ
り
、
学
科
混
成
の
一

〇
名
程
度
の
学
生
グ
ル
ー
プ
を
編
成
し
、
「
チ

ー
ム
医
療
・
チ
ー
ム
ケ
ア
」
の
あ
り
方
に
つ
い

て
〔
問
題
発
見
―
情
報
共
有
―
解
決
策
討
議
―

発
表
〕
の
過
程
を
踏
ん
で
学
習
す
る
。
今
年
度

は
三
年
生
を
中
心
に
約
九
〇
〇
名
の
学
生
が
参

加
し
、
チ
ュ
ー
タ
ー
と
し
て
大
田
原
キ
ャ
ン
パ

ス
の
全
学
科
・
セ
ン
タ
ー
教
員
七
八
名
が
指
導

に
あ
た
っ
た
。
�

　
「
報
告
会
」
は
、
午
前
の
部
と
午
後
の
部
の

二
部
構
成
で
行
わ
れ
た
。
午
前
の
部
は
、
七
五

の
グ
ル
ー
プ
を
一
〇
ユ
ニ
ッ
ト
に
わ
け
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
教
室
で
学
習
成
果
を
発
表
し
た
。
最

後
に
ユ
ニ
ッ
ト
内
で
投
票
を
行
い
、
ユ
ニ
ッ
ト

代
表
チ
ー
ム
を
一
チ
ー
ム
選
出
し
た
。
�

　
午
後
の
部
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
代
表
チ
ー
ム
が
集

ま
り
再
度
発
表
を
行
い
、
そ
の
内
容
を
審
査
し

て
、
学
長
賞
や
優
秀
賞
を
選
出
し
た
。
�

　
食
道
が
ん
と
診
断
さ
れ
手
術
を
予
定
し
て
い

る
Ｈ
さ
ん
（
五
六
歳
男
性
）
が
、
術
後
、
自
宅

に
帰
っ
て
家
族
と
食
事
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
の
職
種
間
連
携
と
は
。
�

　
脳
性
ま
ひ
（
痙
直
型
四
肢
ま
ひ
）
の
め
い
ち

ゃ
ん
（
六
歳
女
児
）
が
、
療
育
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
る
夏
祭
り
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
の
職
種
間
連
携
と
は
。
�

（
六
歳
女
児
／
発
達
障
害
・
脳
性
ま
ひ
）
�

（
五
四
歳
男
性
／
脊
髄
小
脳
変
性
症
）
�

（
七
二
歳
女
性
／
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
・
�

　
糖
尿
病
）�

（
六
歳
女
児
／
脳
性
ま
ひ
・
気
管
支
喘
息
・
�

　て
ん
か
ん
）�

（
五
九
歳
男
性
／
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
）
�

（
五
六
歳
男
性
／
転
落
に
よ
り
四
肢
ま
ひ
・
�

　
呼
吸
困
難
）�

（
七
〇
歳
女
性
／
両
側
変
形
性
膝
関
節
症
�

　
・
糖
尿
病
）
�

カンファレンスで発表後、現場指導者から質問を受ける。�
このチームが担当したのは、人工股関節全置換術を受け

た70歳代女性。家業や家事で可能な役割を続けること

を希望している。　　　　　（国際医療福祉大学病院にて）�

指導教員が加わりカンファレンスに向け最終チェック。�
このチームが担当したのは、小脳梗塞が認められる50歳代男性

の高校教師。自分で健康管理をし、脳梗塞、脳出血を予防しながら、

再び教壇に立つことを目標に掲げている。�

（国際医療福祉大学病院にて）�
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トリは学科対抗リレー�
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エ
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パ
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ポ
ー
ト
�

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
�
●
福
岡
 ●
大
川
�

福
岡
�

臨
地
実
習
に
向
け
て
、
�

た
だ
い
ま
準
備
中
�

第17回�

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
�

第31回�

●合同運動会選手宣誓!

●ラジオ体操、ひとりだけ向きが違う?

大
川
�

　
福
岡
看
護
学
部
で
は
、
九
月
二
日
か
ら
二
年

次
生
の
二
週
間
の
看
護
過
程
論
実
習
が
始
ま
る
。

約
半
年
ぶ
り
の
臨
地
実
習
で
あ
る
。
ま
た
、
三

年
次
生
も
夏
休
み
が
終
わ
る
と
、
各
看
護
学
領

域
で
の
臨
地
実
習
が
始
ま
る
。
四
年
次
前
期
ま

で
の
ロ
ン
グ
ラ
ン
で
あ
る
。
臨
地
実
習
を
前
に
、

看
護
技
術
の
演
習
を
し
て
い
る
学
生
た
ち
に
実

習
へ
の
思
い
を
聞
い
て
み
た
。
�

　「
受
け
持
ち
患
者
さ
ん
と
う
ま
く
話
せ
る
か
心

配
」、「
患
者
さ
ん
の
状
態
に
合
っ
た
看
護
技
術
が

で
き
る
か
心
配
」、「
看
護
過
程
の
展
開
が
で
き
る

か
不
安
」、「
実
習
記
録
を
書
く
の
が
苦
手
」。出

て
く
る
の
は「
心
配
」や「
不
安
」ば
か
り
で
あ
る
。
�

　
看
護
の
場
面
は
個
別
的
で
複
雑
で
、ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
で
あ
り
、講
義
や
演
習
で
学
ん
だ
知
識
・
技

術
を
そ
の
ま
ま
使
え
る
こ
と
は
少
な
い
。
そ
れ

ぞ
れ
の
患
者
さ
ん
や
利
用
者
の
方
々
の
条
件
や

状
況
を
深
く
洞
察
し
て
、現
実
に
合
わ
せ
て
適
応

で
き
る
柔
軟
な
応
用
力
や
判
断
力
が
必
要
と
さ

れ
る
。
ま
た
、臨
地
実
習
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な
人

と
対
人
関
係
を
築
く
こ
と
も
重
要
な
課
題
で
あ

る
。
特
に
看
護
の
対
象
者
と
の
援
助
的
人
間
関

係
を
形
成
す
る
こ
と
は
看
護
実
践
に
求
め
ら
れ

る
重
要
な
能
力
で
あ
る
。
実
際
に
患
者
さ
ん
や

利
用
者
の
方
々
と
関
わ
る
こ
と
は
臨
地
実
習
で

し
か
で
き
な
い
。
そ
の
人
の
人
権
や
価
値
観
に

つ
い
て
理
解
を
含
め
、人
間
の
尊
厳
を
重
視
す
る

倫
理
的
態
度
を
学
ぶ
貴
重
な
機
会
で
も
あ
る
。
�

　
学
生
た
ち
は
、
臨
地
実
習
で
の
学
び
の
重
要

性
と
学
ぶ
過
程
で
の
厳
し
さ
を
思
い
、
不
安
に

駆
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
臨
地
実
習

は『
看
護
』に
つ
い
て「
知
る
」、「
わ
か
る
」段
階

か
ら
、「
使
う
」、「
実
践

で
き
る
」段
階
に
到
達

す
る
た
め
に
看
護
教

育
に
お
い
て
は
不
可

欠
な
学
習
過
程
で
あ
る
。

自
分
が
体
験
し
た
こ

と
を
論
理
的
に
表
現

し
意
味
づ
け
を
行
う

こ
と
で
、看
護
観
を
形

成
す
る
と
と
も
に
自

分
の
課
題
を
見
出
し
、

さ
ら
な
る
成
長
に
つ

な
が
る
。
私
は
看
護

教
員
と
し
て
学
生
を

見
て
き
た
経
験
か
ら
、

こ
の
臨
地
実
習
に
お

い
て
、看
護
専
門
職
者

と
し
て
成
長
す
る
基

盤
が
形
成
さ
れ
る
ば

か
り
で
な
く
、ひ
と
り

の
人
間
と
し
て
も
大

き
く
成
長
す
る
機
会
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知

っ
て
い
る
。
�

　
基
礎
知
識
の
再
確
認
や
看
護
技
術
演
習
な
ど

自
分
が
で
き
る
準
備
を
行
い
、
臆
す
る
こ
と
な

く
多
く
の
人
々
と
出
会
い
、
見
て
学
び
、
聴
い

て
学
び
、
深
く
思
考
し
て
、
実
践
し
て
学
ん
で

ほ
し
い
。『
最
高
の
準
備
は
最
高
の
結
果
を
も
た

ら
す
』と
い
う
で
は
な
い
か
。
�

　
七
月
三
日
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
福
岡
保

健
医
療
学
部（
大
川
キ
ャ
ン
パ
ス
）に
隣
接
し

て
建
て
ら
れ
る
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
・
高

邦
会
グ
ル
ー
プ
の
宿
泊
施
設
「
文
化
交
流
ド

ミ
ト
リ
ー（
仮
称
）」
の
起
工
式
が
行
わ
れ
た
。
�

　
こ
の
施
設
は
、
病
院
実
習
で
大
川
市
を
訪

れ
る
本
グ
ル
ー
プ
の
大
学
生
・
専
門
学
校
生

や
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
が
仁
済
大
学
（
韓

国
）
、
建
陽
大
学
（
同
）
を
は
じ
め
と
す
る

海
外
の
提
携
大
学
か
ら
毎
年
一
〇
〇
人
規
模

で
受
け
入
れ

て
い
る
短
期

研
修
生
の
宿

泊
を
目
的
に

建
設
さ
れ
る

も
の
で
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
五
階
建

て
と
な
る
。

客
室
六
二
室

の
ほ
か
、
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ

ル
ー
ム
や
食

堂
な
ど
を
完

備
し
、
一
般
客
の
宿
泊
も
受
け
入
れ
る
。
�

　
高
木
病
院
新
棟
の
起
工
式
を
兼
ね
た
式
に

は
、
鳩
山
二
郎
次
期
大
川
市
長
（
七
月
三
日

時
点
）
、
木
下
修
二
大
川
市
副
市
長
（
同
）
、

大
川
商
工
会
や
地
域
の
各
団
体
の
皆
様
な
ど
、

来
賓
、
関
係
者
約
一
〇
〇
人
が
参
列
し
た
。

本
グ
ル
ー
プ
の
高
木
邦
格
理
事
長
が
、
今
後

起
工
予
定
の
「
お
お
か
わ
地
域
交
流
プ
ラ
ザ

（
仮
称
）
」
と
と
も
に
「
大
川
の
発
展
に
役

立
つ
施
設
に
し
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。
�

　
文
化
交
流

ド
ミ
ト
リ
ー

（
仮
称
）は
、

平
成
二
六
年

春
の
竣
工
予

定
。
こ
の
施

設
の
完
成
に

よ
り
、
実
習

で
大
川
市
を

訪
れ
る
学
生

の
生
活
環
境

が
よ
り
整
備

さ
れ
る
ほ
か
、
地
域
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。
�

�

●文化交流ドミトリー（仮称）の外観イメージ�

●高木理事長による挨拶�●金出英夫副学長による刈初めの儀�

大
学
・
専
門
学
校
か
ら
の
実
習
生
、�

海
外
か
ら
の
研
修
生
の
宿
泊
施
設
�

「
文
化
交
流
ド
ミ
ト
リ
ー（
仮
称
）
」
�

着
工
�

●バイタルサイン測定の練習�●洗髪の看護技術演習�

（
臨
地
実
習
委
員
会
委
員
長
　
中
嶋
恵
美
子
）
�

Special  edi t ion  2

特
集
�
運
動
会
／
福
岡
キ
ャ
ン
パ
ス
・
大
川
キ
ャ
ン
パ
ス
�

2

応援合戦�
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（
副
学
校
長
　
柴
田
由
利
子
）
�

（
福
祉
支
援
工
学
分
野
　
准
教
授
　
東
畠
弘
子
）
�

C a m p u s  r e p o r t C a m p u s  r e p o r t

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
�

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
�
●
小
田
原
�

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
�
●
大
学
院
 ●
塩
谷
看
護
専
門
学
校
�

小
田
原
�

各
学
年
の
近
況
報
告
�

第27回�

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
�

塩
谷
看
護
�

専
門
学
校
�

第9回�

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
�

第1回�

大
学
院
�

　
小
田
原
市
と
友
好
都
市
の
関
係
に
あ
る
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
マ
ン
リ
ー
市
。
両
市
は
、

相
互
交
流
事
業
と
し
て
「
と
き
め
き
国
際
学
校
」

を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

マ
ン
リ
ー
市
の
中
・
高
校
生
が
小
田
原
市
で

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
、
小
田
原
市
の
中
・

高
校
生
と
日
本
文
化
体
験
を
通
じ
て
交
流
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
、
本
学
と
も
交
流
が

図
ら
れ
て
い
る
。
本
学
の
学
生
に
と
っ
て
は
、

生
き
た
英
語
に
触
れ
る
絶
好
の
機
会
で
あ
り
、

英
語
の
学
習
成
果
を
確
認
す
る
貴
重
な
時
間

と
な
る
。
�

　
七
月
一
三
日
、

マ
ン
リ
ー
市
の

中
・
高
校
生
一

六
名
を
迎
え
る

こ
と
に
な
り
、

三
学
科
の
特
徴

を
活
か
し
た
体

験
を
企
画
し
、

看
護
学
科
は
妊

婦
体
験
と
高
齢

者
体
験
を
、
理

学
療
法
学
科
は
三
次
元
動
作
解
析
を
、
作
業

療
法
学
科
は
日
本
の
伝
統
的
な
遊
び
（
紙
ひ

こ
う
き
、
紙
ず
も
う
な
ど
）
を
準
備
し
た
。
�

　
最
初
は
「
英
語
に
不
安
を
感
じ
る
」
と
言

っ
て
い
た
学
生
た
ち
だ
っ
た
が
、
準
備
し
た

体
験
企
画
を
通
し
て
、
マ
ン
リ
ー
市
の
中
・

高
校
生
た
ち
と
英
語
で
の
会
話
を
笑
顔
で
楽

し
ん
で
い
た
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。
�

�

　
六
月
一
日
、
市
民
公
開
講
座
を
開
催
し
た
。
�

今
年
の
テ
ー
マ
は
、「
測
ろ
う
！
心
と
身
体
の

健
康
‐
わ
く
わ
く
測
定
二
〇
一
三
‐
」。今
年

も
一
年
生
、
二
年
生
全
員
で
体
験
型
の
講
座

を
準
備
し
た
。
特
に
一
年
生
は
、
市
民
公
開
講

座
前
の
恒
例
と
な
っ
た
「
接
遇
研
修
」
を
全
員

で
受
講
し
、
医
療
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー
や
心

構
え
に
つ
い
て
学
び
、
市
民
公
開
講
座
当
日

を
迎
え
た
。
�

　
今
年
は
全
部

で
一
七
講
座
を

設
け
た
。
講
座

は
、
大
き
く
三

つ
に
分
類
で
き

る
。
血
圧
、
骨

密
度
や
血
管
年

齢
な
ど
を
測
定

す
る「
身
体
測
定
」、

瞬
発
力
や
筋
力

な
ど
を
測
定
す
る
「
体
力
測
定
」
、
ス
ト
レ

ス
や
脳
機
能
を
測
定
す
る
「
心
の
測
定
」
。

他
に
も
、
小
田
原
保
健
福
祉
事
務
所
と
の
合

同
企
画
「
が
ん
検
診
啓
発
コ
ー
ナ
ー
」
や
、

熱
海
病
院
の
看
護
師
や
栄
養
士
に
よ
る
「
健

康
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
も
設
け
た
。
�

　
今
年
度
の
来
場
者
数
は
二
八
二
名
と
、
過

去
二
番
目
の
多
さ
。
ま
た
、
地
元
テ
レ
ビ
局

が
取
材
し
、
夕
方
の
ニ
ュ
ー
ス
で
取
り
上
げ

ら
れ
た
。
�

　
来
場
者
か
ら
は
、
「
学
生
の
態
度
が
す
ば

ら
し
い
」
、
「
来
年
も
必
ず
来
ま
す
」
な
ど

と
い
っ
た
声
を
い
た
だ
い
た
。
�

（
総
務
課
　
高
久
晃
）
�

（
学
務
課
　
佐
藤
浩
子
）
�

全
日
本
大
学
�

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
２
０
１
３
�

神
奈
川
県
大
会
優
勝
！！
�

　
六
月
一
六
日
、
横
浜
市
立
大
学
体
育
館
で
開
催

さ
れ
た
「
全
日
本
大
学
フ
ッ
ト
サ
ル
2
0
1
3
神

奈
川
県
大
会
」
に
本
キ
ャ
ン
パ
ス
の
フ
ッ
ト
サ
ル

部
が
出
場
し
、
決
勝
戦
で
横
浜
市
立
大
学
と
対
戦
。

ト
ー
タ
ル
ス
コ
ア
３
対
２
で
勝
利
し
、
「
全
日
本

大
学
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
関
東
大
会
」
へ
神
奈
川
県

代
表
と
し
て
の
出
場
権
を
勝
ち
取
っ
た
。
�

　
横
浜
市
立
大
学
は
昨
年
全
国
大
会
に
出
場
し
た

強
豪
校
で
、
当
部
は

昨
年
の
神
奈
川
県
大

会
の
対
戦
で
は
１
対

３
と
敗
戦
し
た
。部

創
設
時
は
、
横
浜
市

立
大
学
に
大
敗
を
喫

す
る
こ
と
が
多
か
っ

た
が
、
近
年
は
横
浜

市
立
大
学
と
の
勝
敗

数
が
ほ
ぼ
同
じ
と
、

徐
々
に
力
を
つ
け
、

今
大
会
に
臨
ん
だ
。
�

　
前
半
は
押
さ
れ
、

０
対
２
で
折
り
返
す

が
、
こ
の
ま
ま
で
は
終
わ
ら
な
い
。
後
半
は
３
対

０
と
巻
き
返
し
、
ト
ー
タ
ル
ス
コ
ア
３
対
２
と
逆

転
勝
利
を
収
め
た
。
�

　
七
月
二
〇
日
、
春
日
部
市
立
庄
和
体
育
館
で
関

東
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
初
戦
の
相
手
は
、
茨
城

県
代
表
の
筑
波
大
学
。
筑
波
大
学
は
関
東
大
学
フ

ッ
ト
サ
ル
リ
ー
グ
に
所
属
し
、
昨
年
は
こ
の
大
会

で
ベ
ス
ト
4
の
実
績
を
残
し
て
い
る
。
�

　
一
二
分
と
短
い
試
合
形
式
で
行
わ
れ
る
ノ
ッ
ク

ダ
ウ
ン
方
式
。
持
て
る
す
べ
て
の
力
を
出
し
た
が
、

惜
し
く
も
ト
ー
タ
ル
ス
コ
ア
１
対
３
で
敗
れ
た
。

代
表
の
安
藤
和
輝
さ
ん
（
理
学
療
法
学
科
三
年
）

は
、
「
攻
め
込
ま
な
く
て
は
い
け
な
い
時
間
帯
で

攻
め
き
れ
ず
、
点
に
つ
な
げ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と

が
敗
因
」
と
語
る
。
�

　
徐
々
に
力
を
つ
け
て
い
る
フ
ッ
ト
サ
ル
部
。
来

年
こ
そ
は
全
国
大
会
の
切
符
を
手
に
し
て
も
ら
い

た
い
。
�

�

　
平
成
二
五
年
度
は
学
生
総
数
一
二
五
名
で

ス
タ
ー
ト
し
た
。
�

　
新
入
生
は
四
二
名
。
四
月
に
自
治
会
主
催

の
歓
迎
会
を
受
け
、
先
輩
や
教
職
員
と
の
交

流
を
図
っ
た
。
ま
た
、
那
須
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ

ス
で
の
合
宿
で
お
互
い
の
交
流
を
深
め
た
。

六
月
の
国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷
病
院
の
病

院
見
学
に
は
、
初
め
て
実
習
着
を
身
に
つ
け

緊
張
し
た
面
持
ち
で
臨
ん
だ
。
病
院
組
織
や

看
護
部
組
織
に
つ
い
て
の
講
話
の
後
、
病
院

内
を
見
学
。
病
棟
で
看
護
師
の
業
務
を
垣
間

見
て
、
看
護
学
生
と
し
て
の
自
覚
を
新
た
に

し
た
よ
う
だ
。
ま
た
、
第
一
回
看
護
技
術
試

験
「
リ
ネ
ン
チ
ェ
ン
ジ
」
を
実
施
し
た
。
臥

床
し
て
い
る
患
者
様
に
対
し
て
の
技
術
援
助

で
、
演
習
時
と
異
な
り
、
患
者
様
へ
の
声
か

け
や
反
応
を
確
認
し
な
が
ら
実
施
す
る
た
め
、

緊
張
し
汗
を
流
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
。
患

者
様
の
た
め
に
な
す
べ
き
こ
と
が
で
き
て
い

る
か
と
い
う
視
点
で
、
教
員
も
厳
し
い
目
で

採
点
し
た
。
夏
休
み
に
入
る
直
前
ま
で
に
合

格
を
め
ざ
し
て
、
放
課
後
練
習
に
励
ん
で
い

る
。
�

　
二
年
生
は
四
四
名
。
新
入
生
が
入
り
先
輩

と
し
て
の
自
覚
が
芽
生
え
た
よ
う
で
、
一
年

次
に
心
配
し
て
い
た
学
生
た
ち
も
落
ち
着
い

て
勉
学
に
励
ん
で
い
る
。
二
年
次
は
学
生
生

活
を
一
番
謳
歌
で
き
る
時
期
で
あ
る
。
自
治

会
長
、
学
校
祭
委
員
長
な
ど
イ
ベ
ン
ト
の
リ

ー
ダ
ー
を
務
め
、
企
画
・
運
営
の
中
心
と
な

っ
て
各
学
年
を
と
り
ま
と
め
て
い
る
。
教
科

は
各
分
野
の
看
護
学
方
法
論
に
つ
い
て
学
ん

で
い
る
。ま
た
、

国
試
対
策
と

し
て『
基
礎
的

知
識（
必
修
問

題
）の
定
着
』

を
目
標
に
自

己
学
習
を
進

め
て
い
る
。
�

　
三
年
生
は

三
九
名
。
就

職
活
動
・
国

試
対
策
が
メ

ー
ン
で
あ
る
。

し
か
し
、
現

在
は
五
月
か

ら
始
ま
っ
た
領
域
別
実
習
を
乗
り
切
る
こ
と

が
最
大
の
課
題
で
あ
り
、
他
の
こ
と
は
手
に

つ
か
な
い
様
子
で
あ
る
。
就
職
は
、
半
数
以

上
が
関
連
施
設
を
希
望
し
て
い
る
た
め
か
焦

っ
た
様
子
は
見
ら
れ
な
い
。
国
試
対
策
は
五

月
か
ら
業
者
模
試
を
実
施
。
三
月
の
模
試
結

果
を
含
め
て
成
績
不
振
者
に
は
恒
例
の
校
長

面
接
を
行
い
、
学
習
習
慣
を
身
に
つ
け
る
よ

う
働
き
か
け
て
い
る
。
今
年
の
国
家
試
験
合

格
率
一
〇
〇
％
は
、
三
年
生
や
私
た
ち
教
職

員
に
も
大
き
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
あ
り
励
み

で
も
あ
る
。
来
年
も
合
格
率
一
〇
〇
％
を
め

ざ
し
、
学
生
と
教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
努

力
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
、
活
動
し
て
い
る
。
�

�

　
平
成
二
五
年
度
の
本
学
大
学
院
入
学
者
の
状

況
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
大
学

院
医
療
福
祉
学
研
究
科
修
士
課
程
へ
の
入
学
者

は
一
八
〇
人
、
こ
の
う
ち
三
九
人
が
学
内
か
ら

の
進
学
で
、
入
学
者
の
二
一
・
七
％
を
占
め
る
。

平
成
一
一
年
度
か
ら
の
累
計
で
は
、
修
士
課
程

入
学
者
の
総
数
二
二
三
〇
人
に
対
し
、
学
内
か

ら
の
進
学
者
は
三
九
〇
人
（
一
七
・
五
％
）
に

達
す
る
。
社
会
人
が
通
い
や
す
い
本
学
大
学
院

は
、
そ
れ
だ
け
に
学
外
か
ら
の
入
学
者
が
多
い

と
も
い
え
る
が
、
学
部
で
の
学
び
を
発
展
さ
せ

る
に
は
学
内
進
学
の
方
が
有
利
な
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
就
職
と
同
時
に
大
学
院
に
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
�

　
大
学
院
東
京
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
を
メ
イ
ン
会

場
と
し
、
九
月
二
三
日
に
大
学
院
全
体
と
し
て

は
初
め
て
と
な
る
進
学
説
明
会（
オ
ー
プ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
）を
実
施
す
る
。
こ
れ
ま
で
も
分
野
・

領
域
ご
と
の
説
明
会
は
行
わ
れ
て
き
た
が
、
そ

れ
で
は
志
望
す
る
分
野
・
領
域
が
明
確
で
な
い

と
参
加
し
に
く
い
。
本
学
大
学
院
に
は
ど
の
よ

う
な
分
野
が
あ
る
の
か
を
も
っ
と
幅
広
く
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
企
画
し
た
。
当
日
は
祝
日
だ

が
大
学
院
は
授
業
日
に
あ
た
る
た
め
、
希
望
者

は
説
明
会
終
了
後
に
体
験
授
業
と
し
て
実
際
の

講
義
を
聴
講
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。
�

　
ま
た
今
回
、
初
め
て
の
制
作
と
な
る
大
学
院

の
紹
介
ビ
デ
オ
も
上
映
す
る
。
分
野
の
内
容
や

院
生
の
様
子
が
よ
く
わ
か
る
た
め
、
当
日
の
上

映
後
は
大
学
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
見
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
。
�

　
東
京
青
山
キ
ャ
ン

パ
ス
に
は
大
学
院

の
み
が
置
か
れ
て

い
る
た
め
、
学
部

生
に
は
な
じ
み
が

な
い
か
も
し
れ
な

い
が
、
大
学
院
に

興
味
が
あ
る
学
生

は
こ
の
機
会
を
ぜ

ひ
活
用
し
て
ほ
し
い
。
�

と
き
め
き
国
際
学
校
�

市
民
公
開
講
座
�

学
友
会
の
積
極
的
な
活
動
�

●オープンキャンパスに向けてビデオ撮影�

　
今
年
度
の
学
友
会
執
行
部
役
員
は
一
七
名
。

四
月
に
実
施
し
た「
学
友
会
新
入
生
歓
迎
会
」

か
ら
始
ま
り
、フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
キ
ャ
ン
プ
の

サ
ポ
ー
ト
、学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
、各
行
事
、
部
・

サ
ー
ク
ル
の
サ
ポ
ー
ト
等
、
学
生
自
治
会
の
「
骨

格
作
り
」
が
今
年
度
の
目
標
。
学
生
の
声
を
大

学
に
届
け
、
よ
り
有
意
義
な
学
生
生
活
が
送
れ

る
よ
う
、
毎
週
定

例
会
を
開
き
積
極

的
に
活
動
し
て
い

る
。
今
後
小
田
原

キ
ャ
ン
パ
ス
の
学

生
の
核
と
し
て
の

役
割
を
担
っ
て
く

れ
る
こ
と
を
期
待

す
る
。
�

九
月
二
三
日（
月
・
祝
）、�

大
学
院
進
学
説
明
会
�

（
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
）
を
実
施
�

� 平
成
二
五
年
度
の
�

学
内
進
学
者
は
三
九
人
、�

累
計
で
は
三
九
〇
人
が
�

学
内
か
ら
大
学
院
に
進
学
�

�

（
学
務
課
　
下
田
岳
史
）
�

■�

■�
■�

■�

9/23進学説明会（オープンキャンパス）�
14：00～ 大学院長挨拶、教授陣紹介�
　　　　 大学院紹介�
　　　　（紹介ビデオの上映等）�

15：00～ シンポジウム�
　　　   「大学院で何を学ぶのか」�
　　　　（大熊由紀子教授及び修了生）�

16：30～ 個別進学相談会�
　　　　（各分野にわかれての進学�
                相談。入試や奨学金、�
                留学生に対する相談等）�

18：00～ 体験聴講（希望者のみ）�
              「保健医療福祉政策論」�
             　中村秀一教授�

●新入生42名を迎えた新入生歓迎会�
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トピックス� トピックス�

平成�
25年度�

七
月
六
日
、大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、�

マ
ロ
ニ
エ
会
の
幹
事
会
・
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。�

　
七
月
二
四
日
か
ら
の
三
日
間
、
社
団
法
人

全
国
老
人
保
健
施
設
協
会
が
主
催
す
る
第
二

四
回
全
国
介
護
老
人
保
健
施
設
大
会
石
川
ｉ

ｎ
金
沢
」
が
約
四
八
○
○
名
の
参
加
者
を
得
て
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
�

　
そ
の
中
で
本
学
の
高
木
邦
格
理
事
長
が
、

こ
れ
ま
で
の
全
国
老
人
保
健
施
設
協
会
で
の

多
大
な
る
貢
献
を
評
価
さ
れ
、「
介
護
老
人
保

健
施
設
事
業
功
労
者
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
」を

受
賞
さ
れ
た
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
の
老
健
施

設「
マ
ロ
ニ
エ
苑
」、「
水
郷
苑
」も
大
会
に
参
加

し
た
。マ
ロ
ニ
エ
苑
の
横
地
正
之
施
設
長
が
認
知

症
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
座
長
を
務
め
ら
れ
た
ほ
か
、

リ
ハ
ビ
リ
・
看
護
・
介
護
職
員
七
名
が
、
日
頃
の

臨
床
業
務
か
ら
着

想
を
得
た
研
究
内

容
に
つ
い
て
演
題

発
表
を
行
い
、
多

く
の
講
演
や
セ
ッ

シ
ョ
ン
に
参
加
し
た
。

　
現
在
、
老
健
施

設
は
国
が
推
進
す

る
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
中
で
、
医
療
と
介
護
を
つ
な
ぐ

施
設
と
し
て
大
き
な
役
割
を
期
待
さ
れ
て
い
る
。

施
設
で
は
、
今
回
の
大
会
参
加
で
得
た
も
の

を
在
宅
復
帰
支
援
機
能
の
強
化
や
提
供
す
る

サ
ー
ビ
ス
の
質
向
上
に
つ
な
げ
て
、
よ
り
良

い
施
設
運
営
を
め
ざ
し
て
い
く
。
�

�

　
引
き
続
き
、
一
〇
九
名
が
出
席
し
て
総
会
が

開
催
さ
れ
た
。
上
田
代
表
幹
事
は
、
医
療
福
祉

現
場
で
人
と
人
の
つ
な
が
り
が
ま
す
ま
す
重
要

と
な
る
今
日
、
一
四
〇
〇
〇
人
を
超
え
た
本
学

卒
業
生
の
絆
を
強
め
る
こ
と
の
重
要
性
を
強
調

し
、
「
同
窓
会
が
卒
業
生
の
親
睦
の
場
、
研
鑽

の
場
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
在
学
生
に
対
す

る
支
援
の
場
と
な
る
こ
と
を
目
標
に
す
る
」
と

述
べ
た
。
続
く
挨
拶
の
な
か
で
、
北
島
政
樹
学

長
が
、
「
大
学
を
支
え
る
の
は
卒
業
生
。
職
場

で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
意
識
を
さ
ら
に
高
め

て
ほ
し
い
」
と
述
べ
、
金
澤
一
郎
大
学
院
長
が
、

「
情
緒
的
な
結
び
つ
き
を
強
め
る
意
味
で
も
、

本
学
の
誇
る
べ
き
校
歌
を
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な

場
面
で
歌
い
た
い
」
と
提
唱
し
た
。
杉
原
素
子

副
大
学
院
長
に
よ
る
記
念
講
演
『
医
療
福
祉
サ

ー
ビ
ス
と
専
門
職
の
役
割
』
で
は
、
根
拠
に
基

づ
い
た
適
切
な
ケ
ア
の
提
供
、
地
域
包
括
ケ
ア

へ
の
各
専
門
職
の
参
加
な
ど
が
語
ら
れ
た
。
�

（
東
京
事
務
所
　
医
療
福
祉
管
理
部
）
�

（
東
京
事
務
所
　
広
報
部
）�

（
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
 
学
生
課
　
松
本
典
子
）�

●受賞時には会場から温かい拍手がおくられた�

●外観イメージ�

●緊張した表情で並ぶ奨学生（前列）� ●中嶋先生の遺影の前でマーサ夫人を囲んで�

　
平
成
二
五
年
度
年
間
成
績
優
秀
賞
の
表
彰
式

が
各
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
、
受
賞
者
に
表
彰

状
が
授
与
さ
れ
た
。
副
賞
と
し
て
授
業
料
が
最

大
五
〇
％
減
免
さ
れ
る
。
�

●IUHW奨学生と来賓の皆様�

　
二
○
一
三
年
一
月
に
逝
去
さ
れ
た
中
嶋
宏
先

生
を
偲
ぶ
会
が
六
月
一
五
日
、
ホ
テ
ル
オ
ー
ク

ラ
東
京
で
東
京
医
科
大
学
と
本
学
の
共
催
で
し

め
や
か
に
執
り
行
わ
れ
た
。
�

　
中
嶋
先
生
は
ア
ジ
ア
人
で
初
め
て
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ

（
世
界
保
健
機
関
）
事
務
局
長
を
務
め
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
一
九
九
八
年
〜
二
○
○
一
年
ま
で
は

本
学
の
国
際
医
療
福
祉
総
合
研
究
所
の
初
代
所

長
を
務
め
ら
れ
た
。
�

　
約
二
五
○
名
が
集
ま
っ
た
会
場
に
は
、
真

っ
白
な
祭
壇
に
中
嶋
先
生
の
ご
功
績
を
表
す

勲
一
等
瑞
宝
章
（
瑞
宝
大
綬
章
）
や
従
三
位
、

フ
ラ
ン
ス
の
レ
ジ
オ
ン
・
ド
ヌ
ー
ル
勲
章
な

ど
が
飾
ら
れ
た
。
式
で
は
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・

チ
ャ
ン
Ｗ
Ｈ
Ｏ
事
務
局
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
、

来
賓
の
田
村
憲
久
厚
生
労
働
大
臣
、
横
倉
義

武
日
本
医

師
会
長
に

よ
る
挨
拶

が
あ
っ
た
。
�

　
最
後
に
、

こ
の
日
の

た
め
に
来

日
さ
れ
た

マ
ー
サ
夫

人
か
ら
会

へ
の
謝
辞

と
、
中
嶋

先
生
と
の

思
い
出
が

語
ら
れ
た
。
�

国
際
医
療
福
祉
大
学
�

年
間
成
績
優
秀
賞
表
彰
式
�

　
六
月
一
八
日
、国
際
医
療

福
祉
大
学
三
田
病
院
で
、駐

日
ミ
ャ
ン
マ
ー
大
使
館
の
キ
ン・

マ
ウ
ン・テ
ィ
ン
特
命
全
権
大

使
ご
夫
妻
、駐
日
カ
ン
ボ
ジ

ア
大
使
館
の
シ
ム・ヴ
ィ
リ
ャ

一
等
書
記
官
ご
夫
妻
、ア
ジ

ア
婦
人
友
好
会
の
高
村
治

子
会
長
、芝
英
子
理
事
を

お
招
き
し
、I
U
H
W
奨
学

金
授
与
式
が
行
わ
れ
た
。�

　
ア
ジ
ア
に
お
け
る
医
療
福

祉
分
野
の
人
材
育
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
、ア
ジ
ア
婦
人
友
好
会
、ア
ジ
ア
各
国
の
駐
日
大

使
館
の
推
薦
に
基
づ
き
、学
費
か
ら
住
宅
費
ま
で

の
フ
ル
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
制
度
で
、二
○
○
一
年
の

制
度
創
設
か
ら
延
べ
一
五
名
に
授
与
さ
れ
て
き
た
。�

　
奨
学
生
は「
学
ん
だ
こ
と
を
持
ち
帰
り
、母
国

の
医
療
福
祉
の
発
展
に
貢
献
し
た
い
」な
ど
と
抱

負
を
述
べ
た
。高
村
会
長
の
謝
辞
に
続
き
、キ
ン
特

命
全
権
大
使
、奨
学
生
の
実
兄
の
シ
ム一
等
書
記

官
か
ら
両
国
関
係
の
さ
ら
な
る
発
展
へ
の
期
待
、

人
材
育
成
の
重
要
性
が
語
ら
れ
た
。�

�

　
六
月
六
日
、あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保

険
株
式
会
社
本
社
で
、鈴
木
久
仁
社
長
、真
鍋
洋
取

締
役
副
社
長
執
行
役
員
、土
屋
光
弘
取
締
役
専
務

執
行
役
員
や
、本
学
の
高
木
邦

格
理
事
長
、北
島
政
樹
学
長
、

佐
藤
禎
一
学
事
顧
問
ら
が
列
席

し
、奨
学
生
認
証
式
が
行
わ
れ
た
。
�

　
今
年
度
は
一
○
名
が
選
ば
れ
、

一
九
九
七
年
の
制
度
創
設
か

ら
の
総
数
は
一
五
○
名
と
な

っ
た
。
鈴
木
社
長
と
高
木
理

事
長
よ
り
、「
高
い
知
識
・
技
術

を
習
得
し
て
社
会
的
使
命
を

果
た
し
て
く
だ
さ
い
」と
エ
ー

ル
が
送
ら
れ
た
。
�

　
東
京
都
港
区
が
、
旧
区
立
赤
坂
小
学
校
の
跡

地
に
大
学
を
誘
致
す
る
た
め
に
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

方
式
で
公
募
し
て
い
た
「
旧
赤
坂
小
学
校
跡
地
・

周
辺
地
区
活
用
事
業
」
の
推
進
事
業
候
補
者
に

本
学
が
選
ば
れ
た
。
�

　
今
後
、
首
都
圏
を
中
心
に
高
齢
化
が
急
激
に

進
展
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
、
ま
た
本
学
が
医

療
福
祉
の
総
合
大
学
で
あ
る
強
み
を
生
か
し
、

本
事
業
で
「
看
護
学
部
の
新
設
」
、
災
害
看
護
・

災
害
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
等
の
充
実
を

め
ざ
す
「
大
学
院
の
拡
充
」
、
保
育
園
・
病
児

保
育
施
設
の
新

設
、
赤
坂
健
康

相
談
室
等
の
「
生

活
支
援
施
設
の

設
置
」
、
「
地

域
交
流
施
設
」

と
し
て
千
人
規

模
を
収
容
す
る

「
国
際
医
療
福

祉
大
学
赤
坂
ホ

ー
ル
」や
、
地
域
の
皆
様
に
も
利
用
し
て
い
た

だ
け
る
「
カ
フ
ェ
＆
ス
ト
ア
」
や
「
図
書
館
」

の
新
設
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。
�

　
上
記
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
港
区
・
赤
坂

地
域
の
発
展
に
寄
与
し
、
急
激
に
高
齢
化
が
進

み
つ
つ
あ
る
都
市
部
に
対
し
て
貢
献
す
る
と
と

も
に
、
本
学
の
建
学
の
精
神
で
あ
る
『
「
共
に

生
き
る
社
会
」
の
実
現
』
を
め
ざ
し
て
い
く
。
�

（
東
京
事
務
所
　
広
報
部
）�

（
東
京
事
務
所
　
総
務
企
画
部
　
加
瀬
文
彦
）
�

（
東
京
事
務
所
　
広
報
部
）�

　
幹
事
会
は
上
田
清
史
代
表
幹
事
（
理
学
療
法

学
科
一
期
生
）
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
平
成
二
四

年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告
と
続
き
、
本
学
二

〇
周
年
記
念

事
業
の
支
援

を
含
め
た
平

成
二
五
年
度

事
業
計
画
が

承
認
さ
れ
た
。
�

　
総
会
終
了
後
に
は
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
佐

藤
禎
一
学
事
顧
問
、
桃
井
眞
里
子
副
学
長
の
挨

拶
の
あ
と
、
沼
尾
嘉
人
副
代
表
幹
事
（
医
療
経

営
管
理
学
科
＝
現
、
医
療
福
祉
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
学
科
＝
一
期
生
）
に
よ
る
乾
杯
の
音
頭
で
懇

談
が
始
ま
っ
た
。
各
学
科
長
の
紹
介
、
各
学
科

代
表
幹
事
の
挨

拶
な
ど
で
和
や

か
に
進
行
し
、

丸
山
仁
司
副
学

長
の
一
本
締
め

で
閉
会
し
た
。
�

「
旧
赤
坂
小
学
校
跡
地
・
周
辺
地
区
�

活
用
事
業
」
の
推
進
事
業
候
補
者
に
�

本
学
が
選
ば
れ
ま
し
た
�

本
学
同
窓
会
「
マ
ロ
ニ
エ
会
」
�

幹
事
会
・
総
会
を
開
催
�

�

全
老
健
全
国
大
会
で
高
木
理
事
長
が
�

「
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
功
労
者
�

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
」
を
受
賞
�

第
一
七
回
�

あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
�

同
和
損
害
保
険
株
式
会
社
奨
学
生
�

認
証
式
�

Ｉ
Ｕ
Ｈ
Ｗ
�

奨
学
金
授
与
式
�

「
中
嶋
宏
先
生
を
偲
ぶ
会
」の
�

ご
報
告
�

奨
学
生
（
新
規
採
用
者
）
�

■
保
健
医
療
学
部
�

看
護
学
科
（
二
年
）　
大
場
美
奈
�

理
学
療
法
学
科
（
三
年
）　
易
晶
晶
�

作
業
療
法
学
科
（
二
年
）　
渡
辺
愛
弥
子
�

視
機
能
療
法
学
科
（
二
年
）　
及
川
忍
�

放
射
線
・
情
報
科
学
科
（
二
年
）　
定
光
由
紀
�

■
医
療
福
祉
学
部
�

医
療
福
祉
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
（
二
年
）　
蒲
生
美
里
�

■
薬
学
部
�

薬
学
科
（
二
年
）　
矢
野
友
里
恵
�

■
小
田
原
保
健
医
療
学
部
�

作
業
療
法
学
科
（
二
年
）　
瀧
澤
希
�

■
福
岡
看
護
学
部
�

看
護
学
科
（
二
年
）　
宗
ち
と
せ
�

■
福
岡
保
健
医
療
学
部
�

作
業
療
法
学
科
（
二
年
）　
久
永
知
佳
�

今
年
度
奨
学
生
�

●
ア
ウ
ン
・
テ
ィ
ハ
さ
ん（
ミ
ャ
ン
マ
ー
）　
�

　
医
療
福
祉
学
研
究
科
博
士
課
程
　
医
療
福
祉
国
際
協
力
学
分
野
�

●
ニ
ョ・
ミ
ィ
・
ス
ウ
ェ
さ
ん（
ミ
ャ
ン
マ
ー
）　
�

　
薬
学
研
究
科
博
士
課
程
 
医
療
・
生
命
薬
学
専
攻
�

●
ヌ
エ
・
ニ
ィ
・
テ
ィ
ン
さ
ん（
ミ
ャ
ン
マ
ー
）　
�

　
医
療
福
祉
学
研
究
科
修
士
課
程
　
理
学
療
法
学
分
野
�

●
ソ
ピ
ア
ッ
プ
ニ
カ
ー
・
シ
ム
さ
ん（
カ
ン
ボ
ジ
ア
）　
�

　
医
療
福
祉
学
研
究
科
修
士
課
程
　
医
療
経
営
管
理
分
野
�

2013

懇
親
会
�

総
会
�

幹
事
会
�

●懇親会で乾杯の音頭をとる�
　沼尾嘉人副代表幹事�

●幹事会で挨拶する上田清史代表幹事�

●総会で講演する杉原素子副大学院長�

（
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
広
報
室
　
金
井
雅
之
）
�

■
保
健
医
療
学
部
（
六
月
一
三
日
実
施
）
�

看
護
学
科
�

二
年
 

堀
江
和
沙
、
三
年
 

津
久
井
沙
耶
香
、
四
年
 

齋
藤
瑞
穂
�

理
学
療
法
学
科
�

二
年
 

舩
橋
史
織
、
三
年
 

佐
藤
ゆ
り
え
、
四
年
 

池
田
安
香
音
�

作
業
療
法
学
科
�

二
年
 

高
嶋
千
尋
、
三
年
 

米
田
歩
、
四
年
 

倉
澤
真
奈
�

言
語
聴
覚
学
科
�

二
年
 

對
馬
結
、
三
年
 

粟
野
栞
、
四
年
 

下
田
里
紗
�

視
機
能
療
法
学
科
�

二
年
 

玉
坂
奈
津
美
、
三
年
 

野
上
豪
志
、
四
年
 

平
山
真
奈
美
�

放
射
線
・
情
報
科
学
科
�

二
年
 

稲
月
椋
、
三
年
 

金
子
隼
汰
、
四
年
 

高
見
光
咲
�

■
医
療
福
祉
学
部
（
六
月
一
三
日
実
施
）
�

医
療
福
祉
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
�

二
年
 

近
藤
美
佳
、
三
年
 

野
木
一
輝
、
四
年
 

小
暮
真
未
�

■
薬
学
部
（
六
月
一
三
日
実
施
）
�

薬
学
科
�

二
年
 

金
子
修
、
三
年
 

鈴
木
沙
季
、
四
年
 

藤
田
め
ぐ
み
�

五
年
 

手
塚
千
裕
、
六
年
 

根
来
加
菜
子
�

■
小
田
原
保
健
医
療
学
部
（
七
月
四
日
実
施
）
�

看
護
学
科
�

二
年
 

本
田
麻
里
菜
、
三
年
 

鈴
木
菖
子
、
四
年
 

佐
藤
芙
美
�

理
学
療
法
学
科
�

二
年
 

大
松
峻
也
、
三
年
 

熊
谷
公
美
、
四
年
 

島
田
真
衣
�

作
業
療
法
学
科
�

二
年
 

長
嶋
早
紀
、
三
年
 

井
水
美
結
、
四
年
 

安
田
す
み
れ
�

■
福
岡
看
護
学
部
（
六
月
二
九
日
実
施
）
�

看
護
学
科
�

二
年
 

鶴
川
彩
、
三
年
 

西
山
明
日
香
、
四
年
 

吉
村
小
夜
子
�

■
福
岡
保
健
医
療
学
部
（
六
月
二
二
日
実
施
）
�

理
学
療
法
学
科
�

二
年
 

近
藤
遥
奈
、
三
年
 

武
田
津
香
紗
、
四
年
 

江

太
宣
�

作
業
療
法
学
科
�

二
年
 

金
子
美
潮
、
三
年
 

梅
津
友
加
里
、
四
年
 

坂
井
和
美
�

言
語
聴
覚
学
科
�

二
年
 

中
村
優
利
、
三
年
 

二
宮
菜
帆
、
四
年
 

田
口
智
子
�
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四
月
一
三
日
、
恒
例
の
看
護
学
科
の
新
入
生

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ア
ー
を
実
施
し
た
。

ス
ム
ー
ズ
に
大
学
生
活
に

慣
れ
る
こ
と
を
目
的
に
上

級
生
に
も
参
加
し
て
も
ら

い
、
大
学
生
活
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
も
ら
え
る
絶
好
の

機
会
に
し
た
い
と
担
当
者

で
計
画
を
練
っ
た
。
�

　
グ
ル
ー
プ
に
わ
か
れ
て

の
自
己
紹
介
に
始
ま
り
、

ゲ
ー
ム
、
工
作
、
運
動
と
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が

行
わ
れ
、
初
の
試
み
と
し
て
一
年
生
や
上
級
生
、

先
生
方
で
昼
食
の
「
カ
レ
ー
作
り
」
に
挑
戦
し
た
。

厨
房
で
野
菜
を
切
り
、
中
庭
で
材
料
を
炒
め
、

煮
込
む
作
業
一
つ
ひ
と
つ
に
歓
声
が
上
が
り
、

ワ
イ
ワ
イ
言
い
な
が
ら
の
楽
し
い
時
間
と
な
っ
た
。

完
成
し
た
カ
レ
ー
は
お
か
わ
り
続
出
で
、
食
事

中
の
会
話
も
弾
み
、
大
い
に
親
睦
が
図
れ
た
。
�

大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
�
視
機
能
療
法
学
科
�

大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
�
看
護
学
科
�

トピックス� トピックス�

和
田
秀
樹
大
学
院
教
授
が
�

東
北
地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
�

山
形
大
会
で
特
別
講
演
�

　
六
月
一
五
日
に
三
〜
四
年
生
の
保
護
者
四
八

名
を
対
象
に
就
活
講
座
を
実
施
し
た
。参
加
動

機
は「
娘
の
希
望
し
て
い
る
病
院
を
自
分
の
目

で
見
た
い
」、「
子
ど
も
の
就
職
先
の
参
考
に
し

た
い
」な
ど
で
関
心
の
高
さ
が
伺
え
る
。今
回
が

初
め
て
の
開
催
で
あ
り
、早
期
離
職
や
リ
ア
リ
テ

ィ
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
新
人
看
護
師
を
取
り
巻
く
社
会

的
な
状
況
を
理
解

し
て
も
ら
い
、看
護

学
士
と
し
て
の
就

活
支
援
を
共
に
考

え
る
こ
と
が
ね
ら

い
で
あ
る
。
�

　
午
前
中
は
、教

員
に
よ
る
講
義
や

卒
業
生
の
就
活
体
験
談
、本
学
関
連
病
院
看
護
部

長
に
よ
る
病
院
紹
介
、教
育
師
長
に
よ
る
教
育
体

制
の
説
明
等
を
行
っ
た
。午
後
は
、希
望
者
が
国
際

医
療
福
祉
大
学
病
院
や
塩
谷
病
院
を
見
学
し
た
。
�

　
参
加
者
か
ら
は
、「
充
実
し
た
見
学
会
で
大
変

満
足
。今
後
も
、続
け
て
い
た
だ
き
た
い
」と
感

想
が
寄
せ
ら
れ
た
。
�

　
今
年
度
、
本
学
は
栃
木
県
よ
り
同
行
援
護
従

業
者
養
成
研
修
（
一
般
課
程
）
の
事
業
者
と
し

て
指
定
を
受
け
、
学
科
の
専
門
科
目
を
履
修
す

る
こ
と
で
、
在
学
中
に
同
行
援
護
従
業
者
資
格

が
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
「
同
行
援
護
」

と
は
、
障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ
く
社
会
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
ひ
と
つ
で
、
視
覚
に
障
害
を
持

つ
方
々
が
安
心
し
て
安
全
に
外
出
で
き
る
よ
う

に
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
と
移
動
に
必
要
な
情
報
を
提

供
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
視
力
の
低
下
や
視

野
が
狭
く
な
る
な
ど
視
覚
障
害
が
進
行
す
る
と
、

ひ
と
り
で
の
外

出
が
困
難
に
な

る
た
め
生
活
行

動
範
囲
が
狭
ま

り
、
生
活
意
欲

が
低
下
し
や
す

く
な
る
。
同
行

援
護
従
業
者
に

よ
る
支
援
は
社

会
参
加
の
機
会

を
増
や
し
、
生

活
の
質
を
維
持

し
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
。
超
高
齢
社
会
を

迎
え
、
今
後
こ
の
資
格
が
他
学
科
の
学
生
や
一

般
の
方
々
に
も
広
く
認
知
さ
れ
、
視
覚
に
障
害

を
持
つ
方
々
の
生
活
が
よ
り
充
実
し
た
も
の
に

な
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
視
能
訓
練
士
は
病
院

内
の
眼
科
検
査
や
訓
練
に
従
事
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
視
覚
に
障
害
を
持
つ
方
々
の
ケ
ア
に
関

す
る
十
分
な
知
識
と
技
能
を
身
に
つ
け
、
福
祉

分
野
に
も
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
今

後
重
要
に
な
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。
�

（
看
護
学
科
　
教
授
　
村
松
由
紀
）
�

（
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
　
国
際
室
　
藤
原
志
保
）�

（
視
機
能
療
法
学
科
　
助
教
　
望
月
浩
志
）�

●国際医療福祉大学塩谷病院を見学する�
　４年生松本知香さんご一家�

●学術会議発表者との記念写真（右から新井田学科長、平山さん）�

●病院のエスカレータを用いた実習�

●福島学科長を囲んで「ハイピース！」�

●医療・福祉・マネジメントのわかる専門職の�
　重要性が議論されたパネルディスカッション�

●島九段の指導対局�

大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
�

医
療
福
祉
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
�

大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
�

（
看
護
学
科
 
講
師
 
高
久
弥
生
）�

（
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
　
広
報
室
）�

　
前
期
の
総
合
科
目（
一
年
次
）と
し
て
『
将
棋

で
養
う
社
会
力
』を
開
講
し
た
。「
社
会
力
」
と

は
、
判
断
力
・
決
断
力
・
知
力
を
含
む
「
サ

イ
エ
ン
ス
」
と
、
感
情
を
コ
ン
ロ
ー
ル
す
る
力
・

礼
節
力
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
・
伝
統

を
理
解
し
尊
敬
す
る
心
を
含
む
「
ア
ー
ト
」

が
統
合
さ
れ
た
も
の
。
大
学
で
の
将
棋
の
講

座
は
、
一
般

教
養
科
目
と

し
て
は
全
国

初
で
あ
る
。
�

　
私
は
、日
本

将
棋
連
盟
の

普
及
指
導
員

の
資
格
を
持
つ
ア
マ
七
段
で
あ
る
が
、
一
〇

〇
人
以
上
の
学
生
に
教
授
す
る
の
は
初
め
て
。

工
夫
の
一
つ
と
し
て
、
五
月
二
九
日
と
七
月

一
七
日
に
日
本
将
棋
連
盟
普
及
担
当
理
事
の

初
代
竜
王
島
朗
九
段
と
普
及
担
当
女
流
棋
士

の
鈴
木
環
那
女
流
二
段
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
。

二
人
の
掛
け
合
い
に
よ
る
将
棋
技
術
講
座
、

島
九
段
の
指
導
対
局
（
写
真
）
、
鈴
木
女
流

二
段
の
リ
レ
ー
将
棋
解
説
な
ど
学
生
に
し
っ

か
り
考
え
さ
せ
る
指
導
を
い
た
だ
き
、
全
く

将
棋
を
知
ら
な
い
学
生
が
、
一
五
回
の
授
業

で
将
棋
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
大
田
原
市
は
八
年
連
続
で
王
将
戦
を

誘
致
し
て
い
る
将
棋
の
町
で
あ
る
。
地
元
の

大
学
と
し
て
将
棋
の
普
及
に
寄
与
で
き
た
と

思
う
。
�

　
六
月
二
日
、
医
療
福
祉
学
部
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
こ

れ
か
ら
の
医
療
福
祉
に
求
め
ら
れ
る
人
材
育
成
」

が
宇
都
宮
で
開
催
さ
れ
、
受
験
生
を
中
心
に
二

〇
〇
人
が
来
場
し
た
。
�

　
丸
山
仁
司
副
学
長
・
医
療
福
祉
学
部
長
の
主

催
者
挨
拶
に
続
き
、
第
一
部
で
は
、
金
澤
一
郎

大
学
院
長
が
「
脳
の
不
思
議
な
世
界
」
と
題
し

特
別
講
演
。
脳
の
深
遠
な
特
性
が
語
ら
れ
た
。
�

第
二
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

足
利
赤
十
字
病
院
の
小
松
本
悟
院
長
、
栃
木
県

看
護
協
会
の
河
野
順
子
会
長
、
下
野
新
聞
の
鷹

箸
浩
報
道
セ
ン
タ
ー
長
、
本
学
部
卒
業
生
で
社

会
福
祉
法
人
同
愛
会
施
設
長
の
菊
地
月
香
さ
ん

（
一
期
生
）
、
済
生
会
宇
都
宮
病
院
総
務
課
勤

務
の
柴
田
麻
記
子
さ
ん
（
九
期
生
）
が
登
壇
。

山
本
康
弘
副
学

科
長
を
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、

「
医
療
、
福
祉
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
わ
か
る
専
門

職
の
重
要
性
」

に
つ
い
て
討
議

し
た
。
�

　
第
三
部
は
、
本
学
部
卒
業
生
で
シ
ン
ガ
ー
ソ

ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
え
り
の
あ
さ
ん
と
小
林
雅
彦

学
科
長
に
よ
る
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
。
学
生
時
代
の

話
や
歌
を
通
じ
て
福
祉
・
介
護
職
の
や
り
が
い

に
つ
い
て
語
っ
た
。
�

��

　
三
月
一
九
〜
二
一
日
、
本
学
協
定
校
の
台
湾

元
培
科
技
大
学
で
国
際
学
生
学
術
会
議
が
開
催

さ
れ
た
。
日
本
、
韓
国
、
ロ
シ
ア
、
ド
イ
ツ
、

中
国
本
土
な
ど
の
一
四
大
学
か
ら
四
六
名
の
学

生
が
参
加
し
、
医
療
・
福
祉
・
保
健
分
野
の
研

究
成
果
を
発
表
し
た
。
本
学
か
ら
は
視
機
能
療

法
学
科
四
年
の
平
山
真
奈
美
さ
ん
と
新
井
田
孝

裕
学
科
長
が
参
加
。
平
山
さ
ん
は
保
育
園
・
幼

稚
園
で
の
実
習

で
毎
年
行
っ
て

い
る
視
機
能
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ

の
成
果
と
そ
の

意
義
に
つ
い
て

英
語
で
発
表
し
た
。

歓
迎
レ
セ
プ
シ

ョ
ン
で
は
、
元

培
科
技
大
学
の

蔡
雅
賢
執
行
理
事
、

黄
暁

国
際
部

長
な
ど
会
議
出

席
者
・
関
係
者
全
員
が
参
加
し
親
睦
を
深
め
、

二
月
ま
で
短
期
留
学
生
と
し
て
本
学
の
視
機
能

療
法
学
科
で
学
ん
だ
洪
俊
達
さ
ん
、
謝
仲
威
さ

ん
と
再
会
し
た
。
�

（
基
礎
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
 
教
授
　
北
村
義
浩
）
�

（
医
療
福
祉
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
 
講
師
 
中
田
健
吾
）�

　
七
月
一
二
日
、
山
形
県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で
、
本
学
大
学
院
の
和
田
秀
樹
教
授
に
よ

る
講
演
「
二
一
世
紀
に
生
き
残
る
力
を
つ
け
る

勉
強
法
と
学
習
習
慣
」
が
開
催
さ
れ
た
。
東
北

地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
山
形
大
会
の
特

別
講
演
と
し

て
招
待
さ
れ

た
も
の
で
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員

約
一
七
〇
〇

名
が
熱
心
に

耳
を
傾
け
た
。
�

元
培
科
技
大
学
で
�

　
国
際
学
生
学
術
会
議
に
参
加
�

「
同
行
援
護
従
業
者
」
�

 
　
　
　
養
成
研
修
は
じ
ま
る
�

「
保
護
者
の
た
め
の
就
活
講
座
」
�

 二
〇
一
三
�

新
入
生
�

　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ア
ー
�

医
療
福
祉
学
部
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
二
〇
〇
人
�

「
将
棋
で
養
う
社
会
力
」
を
開
講
�
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帰
属
収
入
に
お
い
て
は
、
福
岡
看
護
学
部
の

学
年
進
行
等
に
よ
り
、
学
納
金
収
入
が
前
年
比

二
億
円
以
上
増
加
し
、
ま
た
、
四
附
属
病
院
の

医
療
収
入
も
前
年
比
三
一
億
円
以
上
の
増
収
と

な
り
、
補
助
金
及
び
そ
の
他
の
収
入
を
加
え
、

帰
属
収
入
総
額
は
前
年
比
約
三
六
億
円
増
加
の

四
七
三
億
円
と
な
っ
た
。
�

　
こ
れ
ら
の
結
果
、
学
校
法
人
全
体
で
の
帰
属

収
支
差
額
は
、
前
年
比
で
八
億
円
以
上
増
加
の

約
三
五
億
円
の
収
入
超
過
と
な
っ
た
。
�

　
現
預
金
残
高
は
二
〇
八
億
円
、
総
資
産
額
は

一
〇
三
二
億
円
と
な
り
、
ま
た
、
自
己
資
本
は

六
三
三
億
円
、
基
本
金
は
七
二
四
億
円
に
達
し
、

安
定
的
な
財
務
体
質
を
維
持
し
て
い
る
。
�

（
経
理
部
長
　
竹
延
智
雅
）
�

学
校
法
人
国
際
医
療
福
祉
大
学
�

決
算
報
告
�

平成�
24年度�

T
 o
 p
 
i 
c
 s
 
3

T
 o
 p
 
i 
c
 s
 
4

平成 25年 3月 31日�

　資産の部�

固定資産�

 有形固定資産 �

  土地�

  建物�

  構築物�

  教育研究用機器備品�

  その他の機器備品�

  図書�

  車輌�

  建設仮勘定�

 その他の固定資産�

流動資産  �

  現金預金�

  その他の流動資産�

資産の部合計  �

　負債の部  �

固定負債  �

  長期借入金�

  その他の固定負債�

流動負債  �

  短期借入金�

  その他の流動負債�

負債の部合計  �

　基本金の部  �

第１号基本金  �

第２号基本金  �

第４号基本金  �

基本金の部合計  �

　消費収支差額の部�

翌年度繰越消費支出超過額�

消費収支差額の部　合計 �

  負 債 の 部、 基 本 金 の 部�
および消費収支差額の部　合計�

�

78,729,982�

78,108,454�

32,603,048�

34,685,535�

1,179,056�

3,419,935�

5,310,247�

810,643�

80,565�

19,425�

621,528�

24,516,180�

20,880,805�

3,635,375�

103,246,162�

�

26,213,547�

23,326,893�

2,886,654�

13,711,762�

1,703,862�

12,007,900�

39,925,309�

�

69,433,826�

0�

2,973,000�

72,406,826�

�

9,085,973�

△9,085,973�

103,246,162

�

76,511,256�

75,936,305�

32,612,437�

34,523,768�

1,234,304�

3,659,260�

3,036,657�

773,138�

77,316�

19,425�

574,951�

21,553,037�

17,717,761�

3,835,276�

98,064,293�

�

26,272,318�

25,028,821�

1,243,497�

12,016,971�

1,513,166�

10,503,805�

38,289,289�

�

66,481,856�

0�

2,798,000�

69,279,856�

�

9,504,852�

△9,504,852�

98,064,293

�

2,218,726�

2,172,149�

△9,389�

161,767�

△55,248�

△239,325�

2,273,590�

37,505�

3,249�

0�

46,577�

2,963,143�

3,163,044�

△199,901�

5,181,869�

�

△58,771�

△1,701,928�

1,643,157�

1,694,791�

190,696�

1,504,095�

1,636,020�

�

2,951,970�

0�

175,000�

3,126,970�

�

△418,879�

418,879�

5,181,869

学校法人国際医療福祉大学�

（参考）�

本年度（自　平成24年4月1日　至　平成25年3月31日）�
前年度（自　平成23年4月1日　至　平成24年3月31日）    

※帰属収支差額：帰属収入から消費支出を差し引いた金額。企業会計の当期損益に該当するもの。   

（単位：千円）�

（単位：千円）�

貸借対照表�消費収支計算書�

本年度末�科　目� 前年度末� 増減�

消費収入の部 �

学生生徒等納付金�

手数料 �

寄付金 �

補助金 �

資産運用収入 �

資産売却収入 �

事業収入 �

医療収入 �

雑収入 �

帰属収入合計 �

基本金組入額 �

消費収入合計 �

消費支出の部 �

人件費 �

教育研究経費 �

医療経費 �

管理経費 �

借入金等利息 �

資産処分差額 �

徴収不能引当金繰入額�

消費支出合計 �

消費収支差額�

�

9,241,464�

221,401�

397,808�

1,674,389�

94,839�

0�

363,398�

31,017,431�

712,225�

43,722,955�

△2,190,994�

41,531,961�

�

17,399,137�

3,041,109�

12,068,535�

7,672,291�

188,022�

606,325�

20,904�

40,996,323�

535,638

�

9,458,581�

241,185�

547,363�

1,996,107�

110,072�

294�

421,346�

34,168,097�

394,512�

47,337,557�

△3,126,969�

44,210,588�

�

18,754,240�

3,333,490�

13,080,758�

8,245,916�

288,495�

80,910�

7,898�

43,791,707�

418,881

�

217,117�

19,784�

149,555�

321,718�

15,233�

294�

57,948�

3,150,666�

△317,713�

3,614,602�

△935,975�

2,678,627�

�

1,355,103�

292,381�

1,012,223�

573,625�

100,473�

△525,415�

△13,006�

2,795,384�

△116,757

前年度�科　目�

摘　要�
本年度�

対前年度�
増減�

帰属収支差額 � 2,726,632 3,545,850 819,218



　
第
一
八
回
国
際
細
胞
学
会
学
術
総
会
（
Ｉ
Ｃ

Ｃ
）
が
、
去
る
五
月
二
六
日
か
ら
三
○
日
ま
で

フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
。
�

　
そ
の
会
期
中
に
、
当
院
・
病
理
診
断
セ
ン
タ

ー
長
の
長
村
義
之
教
授
が
「K

azu
m
asa 

M
asu
b
u
ch
i L
ife-tim

e A
ch
ievem

en
t 

in
 C
lin
ical C

ytolog
y A
w
ard

」
を
受
賞

し
た
。
�

　
日
本
で
細
胞
診
断
学
を
発
展
さ
せ
た
増
淵
一

正
博
士
に
ち
な
ん
だ
同
賞
は
、
細
胞
診
断
に

お
い
て
国
際
的
な
業
績
を
評
価
さ
れ
た
人
物

に
授
与
さ

れ
る
賞
で
、

長
村
教
授

は
日
本
人

と
し
て
初

の
受
賞
と

な
る
。
�

　
長
村
教

授
は
、
「
こ
れ
ま
で
四
○
年
あ
ま
り
の
間
、
新

し
い
技
術
を
導
入
し
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
と
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
き
ま
し
た
が
、
国
際
的
な
評
価
を

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
大
変
光
栄
で
す
。
こ

れ
を
糧
に
さ
ら
に
研
鑽
を
積
み
、
後
進
の
指
導

に
あ
た
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
喜
び
の

言
葉
を
述
べ
た
。
�

　
ま
た
、
こ
れ
に
先
立
っ
て
開
か
れ
た
Ｉ
Ｃ

Ｃ
幹
部
理
事
会
に
お
い
て
評
議
員
メ
ン
バ
ー

全
員
に
よ
る
信
任
投
票
が
行
わ
れ
た
結
果
、

長
村
教
授
が

全
会
一
致
で

次
期
理
事
長

に
選
出
さ
れ

た
。
�

　
任
期
は
二

○
一
六
年
か

ら
二
○
一
九

年
ま
で
の
三
年
間
。
二
○
一
六
年
に
は
横
浜
に

お
い
て
国
際
細
胞
学
会
が
開
催
さ
れ
る
予
定
だ
。
�

　
Ｉ
Ａ
Ｃ
（
国
際
細
胞
学
会
）
は
、
世
界
に
多

く
の
細
胞
病
理
医
、

細
胞
検
査
士
を
擁

す
る
巨
大
な
団
体
。

長
村
教
授
は
、
「
組

織
細
胞
像
が
デ
ジ

タ
ル
化
さ
れ
、
今
後
、

国
際
細
胞
学
会
の

あ
り
方
も
急
速
に

変
化
し
て
い
く
こ

と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

細
胞
診
断
分
野
で

の
国
際
的
リ
ー
ダ

ー
で
あ
る
わ
が
国

の
立
場
を
踏
ま
え
、

細
胞
診
断
の
国
際
的
レ
ベ
ル
で
の
発
展
に
大
い

に
尽
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
意
気
込

み
を
述
べ
た
。
�

�

（
総
務
企
画
課
）�

（
総
務
企
画
課
）�

（
総
務
企
画
課
）�

�

（
総
務
課
）���

（
総
務
企
画
課
）�

附
属
病
院
�
国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院
�

附
属
病
院
�
国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷
病
院
�

附
属
病
院
�
国
際
医
療
福
祉
大
学
三
田
病
院
�

坂
主
リ
ツ
�

国
立
栃
木
病
院
、栃
木
県
厚
生
連
塩
谷
病
院
看
護
部
長
、同
下

都
賀
総
合
病
院
看
護
部
長
勤
務
の
後
、本
学
保
健
医
療
学
部

看
護
学
科
教
授
に
就
任
。
本
学
塩
谷
病
院
看
護
部
長
、本
学
・

関
連
医
療
福
祉
機
関（
栃
木
地
区
）総
看
護
部
長
、本
学
塩
谷

病
院
看
護
部
顧
問
を
歴
任
。�

坂
主
リ
ツ
氏
�

高
齢
者
総
合
診
療
科
を
新
設
�

「
平
成
二
五
年
度
�

栃
木
県
各
種
功
労
者
」
表
彰
�

チ
ョ
ー
ラ
イ
病
院
の
病
理
医
が
�

短
期
研
修
を
終
え
帰
国
�

長
村
教
授
が
�

K
a
z
u
m
a
s
a
 M
a
s
u
b
u
c
h
i A
w
a
rd

受
賞
、
�

次
期
理
事
長
に
も
選
出
�

�

渡
邊
剛
教
授
に
よ
る
�

「
少
年
・
少
女
医
学
講
座
」
を
開
催
�

　
今
年
四
月
に
東
京
医
科
大
学
老
年
病
科
主

任
教
授
の
岩
本
俊
彦
先
生
が
ご
着
任
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
塩
谷
病
院
に
新
た
に
「
高
齢

者
総
合
診
療
科
」
を
開
設
し
た
。
�

　
こ
の
診
療
科
は
、
老
化
に
伴
い
複
数
の
疾

患
を
持
つ
高
齢

者
を
総
合
的
に

診
察
し
、
治
療

だ
け
で
な
く
日

常
の
健
康
指
導

も
行
う
も
の
だ
。
�

　
診
療
科
を
臓

器
別
に
縦
割
り

に
し
て
い
た
従

来
の
形
と
は
異

な
り
総
合
的
に

診
療
を
行
う
た

め
、
い
く
つ
か
の
診
療
科
に
わ
た
っ
て
受
診

し
て
い
た
方
の
通
院
負
担
の
軽
減
や
、
重
複

し
て
薬
が
処
方
さ
れ
る
こ
と
が
防
げ
る
と
見

込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
超
高
齢
社
会
の
中
、

独
居
の
方
や
老
老
介
護
の
状
態
の
方
が
増
え

て
い
る
が
、
生
活
面
の
指
導
も
行
う
こ
と
に

よ
り
、
自
立
し
た
日
常
生
活
を
支
援
で
き
る

と
も
考
え
て
い
る
。
�

　
塩
谷
病
院
の
あ
る
地
域
は
高
齢
化
率
が
高

い
こ
と
か
ら
、
今
後
、
認
知
症
な
ど
に
加
え

加
齢
に
よ
り
治
療
を
諦
め
て
い
た
患
者
様
や

そ
の
ご
家
族
の
受
診
や
、
医
療
機
関
か
ら
の

患
者
様
の
紹
介
が
さ
ら
に
増
え
る
と
見
込
ん

で
い
る
。
�

　
六
月
一
五
日
の
「
栃

木
県
民
の
日
」
に
、

当
院
の
看
護
部
長
・

顧
問
と
し
て
勤
務
さ

れ
て
い
た
坂
主
リ
ツ

氏
が
、
「
平
成
二
五
年
度
栃
木
県
各
種
功
労
者
」

と
し
て
保
健
衛
生
部
門
で
表
彰
さ
れ
た
。
�

　
こ
の
表
彰
は
、
毎
年
県
民
の
日
に
、
地
方

自
治
・
社
会
福
祉
・
産
業
振
興
・
納
税
・
統
計
・

保
健
衛
生
・
消
防
水
防
・
私
学
教
育
・
文
化

振
興
・
交
通
安
全
な
ど
の
各
部
門
に
お
い
て
、

顕
著
な
功
績
を
挙
げ
ら
れ
た
個
人
並
び
に
団

体
を
知
事
が
表
彰
す
る
も
の
。
�

　
坂
主
氏
は
看
護
師
と
し
て
長
く
勤
務
し
、

地
域
医
療
や
看
護
教
育
に
貢
献
し
た
こ
と
が

評
価
さ
れ
、
保
健
衛
生
部
門
に
て
表
彰
さ
れ
た
。
�

　
今
年
は
、
四
六
名

の
個
人
と
六
つ
の
団

体
が
表
彰
さ
れ
、
そ

の
中
で
保
健
衛
生
部

門
で
の
表
彰
は
五
名

で
あ
っ
た
。
�

　
当
院
で
は
六
月
、
最
新
型
の
手
術
支
援
ロ

ボ
ッ
ト
「
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
Ｓ
ｉ
」
を
使
っ
た

手
術
を
、
腎
泌
尿
器
外
科
お
よ
び
消
化
器
外

科
で
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
た
。
�

　
今
年
三
月
の
導
入
以
来
、
腎
泌
尿
器
外
科

で
は
、
医
師
・
看
護
師
・
臨
床
工
学
技
士
・

麻
酔
科
医
を
含
め
た
「
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
チ
ー
ム
」

を
組
織
し
、
前
立
腺
が
ん
に
対
す
る
内
視
鏡

手
術
に
向
け
て
研
修
を
行
う
な
ど
、
万
全
な

準
備
を
進
め
て
き
た
。
そ
し
て
、
六
月
二
七
日
、

「
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
Ｓ
ｉ
」
を
使
っ
た
栃
木
県

内
初
の
前
立
腺
摘
除
術
を
実
施
。
患
者
様
は

七
○
歳
代
の
男
性
で
、
手
術
は
滞
り
な
く
終

了
し
た
。
術
後
の
経
過
も
順
調
で
、
術
後
約

一
週
間
で
退
院
さ
れ
た
。
�

　
ま
た
、
消
化
器
外
科
で
も
同
二
九
日
、
関

東
甲
信
越
で
初
と
な
る
胃
が
ん
に
対
す
る
手

術
（
胃
の
幽
門
側

切
除
術
）
を
実
施

し
た
。
五
○
歳
代

の
男
性
で
、
約
九

時
間
に
及
ぶ
大
手

術
だ
っ
た
が
無
事

終
了
し
、
や
は
り

術
後
約
一
週
間
で

退
院
さ
れ
た
。
�

　
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ

を
用
い
た
「
ロ
ボ

ッ
ト
支
援
前
立
腺
摘
除
術
」
は
、
昨
年
四
月

よ
り
前
立
腺
が
ん
に
対
し
て
保
険
適
用
が
認

め
ら
れ
、
今
後
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。
当
院

で
は
今
後
、
自
費
診
療
と
な
る
消
化
器
外
科

領
域
に
お
い
て
も
こ
う
し
た
先
進
技
術
を
導

入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
難
度
の
高
い
手
術
や

身
体
に
負
担
の
少
な
い
低
侵
襲
治
療
を
実
践
し
、

患
者
様
の
早
期
社
会
復
帰
を
支
援
し
て
い
く
。
�

�

　
七
月
七
日
、
本
学
の
桃
井
眞
里
子
副
学
長
が

当
院
主
催
の
市
民
公
開
講
座「
子
ど
も
の
発
達

セ
ミ
ナ
ー
」に
登
壇
。脳
科
学
と
子
ど
も
の
発
達

を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。本
講
座
は
、桃
井
副
学

長
が
当
院
で
小
児
科

の
発
達
外
来
診
療
を

開
始
し
た
こ
と
を
記

念
し
て
開
催
し
た
も
の
。
�

　
大
田
原
市
教
育
委

員
会
委
員
長
、
那
須

塩
原
市
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
長
、
那

須
町
教
育
長
等
教
育

行
政
関
係
者
を
は
じ

め
、
行
政
・
教
育
・

保
育
関
係
の
方
、
子

ど
も
連
れ
の
ご
家
族
な
ど
、
三
五
○
名
を
超
え

る
来
場
者
が
熱
心
に
聴
講
し
た
。
質
疑
応
答

で
は
、
教
育
現
場
や
家
庭
で
の
切
実
な
質
問

に
対
し
桃
井
副
学
長
が
真
摯
に
回
答
し
、
大

盛
況
の
う
ち
に
閉
会
と
な
っ
た
。
�

　
本
学
と
永
年
交
流
し
、
友
好
関
係
を
築
い

て
い
る
チ
ョ
ー
ラ
イ
病
院
（
ベ
ト
ナ
ム
・
ホ

ー
チ
ミ
ン
市
）
の
病
理
医
　D

r.P
ham

 
Q
uang T

hong

が
高
木
邦
格
理
事
長
の
招
聘

に
よ
る
三
田
病
院
・
病
理
診
断
セ
ン
タ
ー
で

の
三
カ
月
の
研
修
を
終
え
、
帰
国
さ
れ
た
。

D
r.P
ham

 Q
uang T

hong

は
、
本
国
で
は

将
来
を
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
る
。
三
田
病

院
で
は
、
日
常
の
病
理
診
断
を
習
得
す
る
と

同
時
に
、
分
子

病
理
（
が
ん
の

遺
伝
子
診
断
）

お
よ
び
デ
ジ
タ

ル
パ
ソ
ロ
ジ
ー

（
Ｄ
Ｐ
）
な
ど
新

し
い
病
理
診
断

を
身
に
つ
け
、

一
編
の
症
例
報

告
を
英
文
で
ま

と
め
投
稿
し
受

理
さ
れ
た
。
�

　
今
回
の
招
聘

を
受
け
当
院
・
病
理
診
断
セ
ン
タ
ー
長
の
長

村
義
之
教
授
は
「
三
か
月
と
い
う
短
い
期
間

で
あ
っ
た
が
、D

r.P
ham

 Q
uang T

hong

が
病
理
診
断
に
お
け
る
多
く
の
最
新
知
見
を

身
に
つ
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
大
変
嬉
し
く
感

じ
ら
れ
た
。
こ
れ
を
機
会
に
国
際
医
療
福
祉

大
学
と
し
て
も
、
さ
ら
に
友
好
関
係
を
深
め

て
い
け
れ
ば
幸
い
と
考
え
る
。
ご
支
援
く
だ

さ
っ
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

2013年6月15日は�

　
七
月
二
五
日
、
小
学
五
年
生
か
ら
中
学
三

年
生
を
対
象
と
し
た
「
第
一
一
回T

eam
 

W
atan

ab
e T
ok
yo

 
こ
ど
も
医
学
教
室
」

を
、
一
一
階
の
三
田
ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
。

将
来
の
医
学
の
発
展
を
担
う
若
い
世
代
に
最

先
端
の
医
療
の
現
場
を
見
て
興
味
を
持
っ
て

も
ら
い
、
次
代
の
医
師
を
育
て
る
き
っ
か
け

と
な
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
昨
年

に
引
き
続
き
当
院
で

開
催
し
た
。
�

　
六
階
の
手
術
室
と

三
田
ホ
ー
ル
を
回
線

で
つ
な
ぎ
、金
沢
大

学
心
肺
・
総
合
外
科

教
授
で
、本
学
客
員

教
授
で
も
あ
る
渡
邊

剛
教
授
執
刀
の
心
臓

腫
瘍
摘
出
術
と
冠
動

脈
バ
イ
パ
ス
術
を
生

中
継
し
、
執
刀
中
の

渡
邊
教
授
や
牛
島
輝
明
教
授
と
質
疑
応
答
を
し

た
ほ
か
、金
沢
大
学
心
肺
・
総
合
外
科
の
石
川
紀

彦
医
師
に
よ
る「
ロ
ボ
ッ
ト（da Vinci

）手
術
に

つ
い
て
」、同
大
学
の
小
田
誠
医
師
に
よ
る「
肺

（
呼
吸
器
）手
術
に
つ
い
て
」の
講
演
も
行
っ
た
。

さ
ら
に
、
豚
の
心
臓
や
肺
の
解
剖
や
縫
合
の
体

験
、
実
際
に
手
術
で
使
用
す
る
電
気
メ
ス
の
体

験
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
た
。
�

　
参
加
し
た
四
七
名
は
積
極
的
に
質
問
を
投

げ
か
け
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
に
も
興
味
深
く
取

り
組
ん
で
い
た
。
最
後
に
修
了
証
が
授
与
さ

れ
た
。
�

�
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施
設
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
／
国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院
／
国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷
病
院
�

施
設
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
／
国
際
医
療
福
祉
大
学
三
田
病
院
�

手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
�

「
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
Ｓ
ｉ
」
を
使
っ
た
�

手
術
を
二
例
実
施
�

桃
井
眞
里
子
副
学
長
が
�

「
子
ど
も
の
発
達
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
�



　
七
月
一
三
日
、
堤
治
病
院
長
、
藤
原
敏
博

リ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
・
婦
人
科
内
視
鏡
治
療

セ
ン
タ
ー
長
、
猪
鼻
達
仁
培
養
士
、
北
村
純

子
看
護
師
（
不
妊
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）
を
講
師

と
す
る
「
不
妊
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
た
。
�

　
当
院
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
体
外
受
精
胚

移
植
な
ど
の
生

殖
補
助
医
療
と

婦
人
科
内
視
鏡

下
手
術（
腹
腔
鏡
�

・
子
宮
鏡
）と
を

組
み
合
わ
せ
た

不
妊
治
療
に
つ

い
て
、
画
像
を

駆
使
し
た
説
明

に
参
加
者
は
熱

心
に
耳
を
傾
け

て
い
た
。
�

　
ま
た
、「
ス
ト
レ
ス
は
最
小
限
に
、
治
療
効

果
は
最
大
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
た
診
療
方

針
や
、
不
妊
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
精
神
面

で
の
ケ
ア
に
定
評
が
あ
る
こ
と
も
強
く
関
心

を
引
い
た
よ
う
で
、
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
早

速
受
診
予
約
を
す
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
�

　
妊
娠
に
関
す
る
検
査
や
診
療
へ
の
ニ
ー
ズ

が
高
ま
る
中
、
開
設
以
来
、
不
妊
で
悩
む
多

く
の
方
々
を
手
助
け
し
て
き
た
当
院
へ
の
注

目
度
は
高
い
。
今
後
も
患
者
様
の
期
待
に
応
え
、

専
門
性
に
基
づ
く
高
度
な
医
療
を
ご
提
供
し

て
い
く
。
�

　
六
月
八
〜
九
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、
新
東

棟
の
内
覧
会
が
開
催
さ
れ
、
同
時
に
、
八
日
に

は
開
設
記
念
祝
賀
会
が
執
り
行
わ
れ
た
。
�

　
今
回
建
て
替
え
ら
れ
た
新
東
棟
に
は
、
従
来

の
療
養
病
棟（
四
四
床
）、結
核
病
棟（
四
五
床
）が

配
置
さ
れ
、
加
え
て
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
棟（
三
四
床
）が
新
た
に
開
設
さ
れ
た
。
�

　
八
日
に
行
わ
れ
た
祝
賀
会
に
は
、
千
葉
県
を

代
表
し
て
鈴
木
健
彦
健
康
福
祉
部
保
健
医
療
担

当
部
長
を
は
じ
め
、
大
久
保
博
市
川
市
長
や
吉

岡
英
征
市
川
市
医
師
会
長
ら
を
来
賓
に
迎
え
ご

祝
辞
を
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
総
勢
二
一
名
に
よ

る
鏡
開
き
が
行
わ
れ
た
。
会
場
と
な
っ
た
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
は
大
学
医
局
、
医
療
機
関
、

地
元
の
方
々
な
ど
約
二
○
○
名
の
方
に
埋
め
尽

く
さ
れ
、
盛
況
の
う
ち
に
お
開
き
と
な
っ
た
。

祝
賀
会
に
先
立
ち
内
覧
会
場
に
足
を
運
ば
れ
た

方
も
多
く
、
今
回
新
し
く
な
っ
た
結
核
病
棟
は
、

最
新
の
院
内
感
染
対
策
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
陰
陽

圧
空
調
管
理
の
ほ
か
、
多
剤
耐
性
菌
や
透
析
患

者
様
に
も
対
応
で
き
る
病
室
を
有
し
て
お
り
、

県
や
保
健
所
な
ど
行
政
関
係
や
医
療
機
関
の
方
々

が
興
味
深
く
見
学
さ
れ
て
い
た
。
�

　
ま
た
、九
日
は
朝
早
く
か
ら
近
隣
住
民
を
中
心

に
約
四
五
○
名
が
内
覧
会
に
参
加
さ
れ
、
当
地

域
に
お
け
る
医
療
へ
の
関
心
の
高
さ
が
伺
え
た
。

特
に
、
新
規
開
設
と
な
っ
た
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
で
は
、
急
性
期
医
療
を
終
え

た
方
に
対
し
て
理
学
療
法
士
や
作
業
療
法
士
ら

に
よ
っ
て
集
中
的
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
う
と
い
う
説
明
を
熱
心
に
聞
き
入
る
姿
が
見

受
け
ら
れ
た
。
急
性
期
か
ら
回
復
期
へ
、
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
に
連
携
す
る
こ
と
に

よ
り
、
化
研
病
院
の
提
供
す
る
医
療
が
、
チ
ー

ム
医
療
の
実
践
と
し
て
ま
す
ま
す
充
実
し
た
こ

と
を
印
象
づ
け
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
よ
う
だ
。
�

　
今
後
は
秋
に
向
け
て
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
た
め
に
、
旧
療
養
病
棟
を
改
修
し
予
防
医

学
セ
ン
タ
ー
と
し
て
健
診
部
門
を
充
実
さ
せ
て

い
く
方
針
で
、
人
間
ド
ッ
ク
・
検
診
は
専
用
フ

ロ
ア
に
て
、
よ
り
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
従
来
の
外
来
診
療

部
門
の
拡
充
も
図
り
、
病
院
全
体
と
し
て
充
実

し
た
医
療
の
提
供
を
め
ざ
し
て
い
く
予
定
で
あ

る
。
�

�

（
総
務
課
　
中
原
正
実
）�

（
総
務
人
事
課
）�

　
関
東
地
方
が
梅
雨

明
け
し
た
七
月
六
日
、

当
院
の
隣
接
地
で
新

棟
工
事
期
間
中
の
安

全
を
祈
願
す
る
神
事

が
厳
か
に
執
り
行
わ

れ
た
。
高
木
邦
格
理

事
長
、
堤
治
病
院
長

ら
関
係
者
や
来
賓
な

ど
総
勢
七
四
名
が
出
席
し
た
。
来
賓
の
方
か
ら

数
々
の
ご
祝
辞
を
賜
り
、
当
院
に
対
す
る
期
待

の
高
さ
が
伺
え
た
。
�

　
新
棟
は
、
既
存
棟
と
連
絡
通
路
で
つ
な
が
る

地
上
五
階
、
地
下
二
階
建
て
で
、
二
○
一
五
年

一
月
の
竣
工
予
定
。
一
九
床
の
産
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
を
併
設
し
、
産
科
・
リ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
の
機
能
拡
充
の
た
め
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
を
新
設

す
る
。
ま
た
、
手
術
室
を
二
部
屋
増
設
し
、
低

侵
襲
手
術
セ
ン
タ
ー
と
Ｉ
Ｃ
Ｕ
を
新
設
、
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室

の
移
設
拡
充
計
画
の

ほ
か
、
既
存
棟
も
検

査
室
の
移
設
拡
充
や

内
視
鏡
室
の
拡
張
な

ど
を
予
定
し
て
い
る
。
�

　
高
度
な
医
療
を
基

軸
に
、
充
実
し
た
ア
メ
ニ
テ
ィ
と
患
者
様
本
位

の
温
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
ご
提
供
し
皆
様
に
信
頼

し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
後
も
医
療

体
制
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。
�

�

　
七
月
一
日
よ
り
、
新
た
に
栃
の
実
荘
に
原

修
一
施
設
長
が
着
任
さ
れ
た
。
原
施
設
長
は
、

平
成
六
年
の
栃
の
実
荘
開
設
以
来
、
生
活
相

談
員
と
し
て
勤
務
さ
れ
て
き
た
。
新
規
着
任

の
ご
挨
拶
を
ご
紹
介
す
る
。
�

　
「
一
八
年
間
栃
の
実
荘
と
と
も
に
歩
み
、

こ
の
度
、
施
設
長
を
拝
命
し
、
そ
の
責
任
の

重
大
さ
を

痛
感
し
て

お
り
ま
す
。
�

　
私
は
大

学
卒
業
後

二
七
年
間
、

福
祉
の
現

場
で
多
く

の
利
用
者

の
方
々
と
接
し
、さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
体
験
し

学
び
ま
し
た
。常
に
念
頭
に
置
い
て
い
る
こ
と

は
、利
用
者
の
方
々
の
人
権
と
主
体
性
を
尊
重

し
、
安
心
・
安
全
で
快
適
に
暮
ら
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
す
。『
当
り
前
の
こ
と
を
当
り
前

に
実
践
す
る
』を
モ
ッ
ト
ー
に
、職
員
と
と
も
に
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
利
用
者
様
・
ご
家
族
・
地
域
と

の
信
頼
を
築
き
あ
げ
ま
す
。
�

　
国
際
医
療
福
祉
大
学
を
は
じ
め
、
隣
接
す

る
国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院
、
マ
ロ
ニ
エ
苑

等
の
関
連
施
設
と
の
連
携
を
一
層
深
め
、
医
療
、

保
健
、
福
祉
の
機
能
を
高
め
、
地
域
の
方
々

に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
」
�

　
七
月
三
日
、高
木
病

院
の
新
棟
と
な
る
Ｇ
棟

の
起
工
式
が
、同
日
起

工
の
グ
ル
ー
プ
宿
泊

施
設（
仮
称

文
化
交

流
ド
ミ
ト
リ
ー
）と
併

せ
て
執
り
行
わ
れ
た
。

式
に
は
、
鳩
山
二
郎
次

期
大
川
市
長（
七
月
三

日
時
点
）を
は
じ
め
市

議
会
関
係
者
、
大
川
商
工
会
各
団
体
、
地
元
女

性
団
体
な
ど
か
ら
数
多
く
の
方
が
参
加
し
た
。
�

　
新
棟
に
は
八
室
の
手
術
室
を
設
け
、グ
ル
ー
プ

で
は
六
月
に
初
め
て
国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院

に
導
入
し
た
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
「
ダ
・
ヴ
ィ

ン
チ
」
を
設
置
。
ま
た
救
急
外
来
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
・

Ｈ
Ｃ
Ｕ
な
ど
急
性
期
医
療
に
対
す
る
設
備
を
整

え
る
ほ
か
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
門
の
拡

充
を
行
い
、
平
成
二
六
年
秋
に
竣
工
予
定
。
こ

れ
に
伴
い
既
存
棟
に

お
い
て
も
、
緩
和
ケ

ア
病
棟
や
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ

の
設
置
を
予
定
し
て

い
る
。
�

　
施
主
挨
拶
で
高
木

邦
格
理
事
長
は
、「
地

元
大
川
市
の
医
療
の

充
実
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
よ
り
一
層
努
力
し

て
参
り
た
い
」と
述
べ
、感
謝
の
意
を
表
し
た
。
�

�

：
�

（
九
州
広
報
室
　
中
川
麻
衣
子
）�

附
属
病
院
�
国
際
医
療
福
祉
大
学
熱
海
病
院
�

臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー（
東
京
地
区
）�
山
王
病
院
�

附
属
病
院
�

（
総
務
課
）�

臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー（
福
岡
地
区
）�

高
木
病
院
�

臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー（
栃
木
地
区
）�

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
　栃
の
実
荘
�

臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー（
千
葉
地
区
）�
化
学
療
法
研
究
所
附
属
病
院
�

「
不
妊
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催
報
告
�

新
棟
の
起
工
式
�

新
施
設
長
の
ご
挨
拶
�

Ｇ
棟
起
工
式
を
挙
行
�

新
東
棟
開
設
�

　
祝
賀
会
・
内
覧
会
を
開
催
�

　
七
月
一
○
日
、
当
院
大
会
議
室
に
て
、
平

成
二
五
年
度
第
二
回
健
康
講
座
を
開
催
し
た
。

猛
暑
日
が
続
く
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
約
一

○
○
名
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
皮
膚

科
の
佐
々
木
哲
雄
教
授
が
「
老
化
と
皮
膚
〜

皮
膚
老
化
の
予
防
と
治
療
〜
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
を
行
っ
た
。
�

　
日
ご
ろ
の
紫
外
線
対
策
や
日
焼
け
止
め
の

方
法
な
ど
の
す
ぐ
に
役
立
つ
身
近
な
内
容
か
ら
、

老
化
や
紫
外
線
の
影
響
に
よ
っ
て
起
こ
る
皮

膚
疾
患
に
つ
い
て
な
ど
、
内
容
は
幅
広
く
、

参
加
者
も
熱

心
に
聞
き
入

っ
て
い
た
。
�

　
講
演
後
に
は
、

上
席
副
院
長
・

皮
膚
科
の
池

澤
善
郎
教
授

が
司
会
を
務

め
質
疑
応
答

が
行
わ
れ
た
。

事
前
申
し
込

み
段
階
か
ら

問
い
合
わ
せ

が
非
常
に
多
く
、
関
心
の
高
い
テ
ー
マ
で
あ

る
と
実
感
し
た
。
�

　
今
後
も
地
域
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
健
康
講
座
を
開
催
で
き
る
よ
う
、
熱
海
病

院
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
よ
り
一
層
努
力
し
て
い
く
。
�

 
六
月
二
九
日
、
当
院
大
会
議
室
に
お
い
て
、

熱
海
保
健
所
と
の
共
催
に
よ
る
「
ウ
イ
ル
ス

性
肝
炎
医
療
相
談
・
交
流
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

Ｂ
型
肝
炎
ま
た
は
Ｃ
型
肝
炎
治
療
中
の
患
者

様
お
よ
び
ご
家
族
を
対
象
に
、
約
二
時
間
、

医
学
講
演
と
医
療

相
談
・
交
流
会
が

行
わ
れ
た
。
�

 

医
学
講
演
は
、順

天
堂
大
学
医
学
部

附
属
静
岡
病
院
副

院
長
の
市
田
隆
文

教
授（
消
化
器
内
科
）

か
ら「
Ｂ
型
肝
炎
・

Ｃ
型
肝
炎
の
治
療

と
生
活
」
と
題
し
て
、

Ｂ
型
肝
炎
と
Ｃ
型
肝
炎
の
治
療
方
法
や
ワ
ク

チ
ン
の
違
い
、
対
策
や
歴
史
に
つ
い
て
講
演

が
行
わ
れ
た
。
�

　
医
療
相
談
・
交
流
会
は
、
熱
海
保
健
所
の
三

間
屋
純
一
所
長
、
市
田
教
授
、
当
院
の
寺
岡

慧
病
院
長
、
伊
豆
肝
友
会
の
古
瀬
秀
樹
会
長

が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
、
患
者
様
側
か
ら
直

接
質
問
な
ど
を
受
け
る
形
式
で
、
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
�

　
参
加
者
か
ら「
肝
炎
患
者
に
と
っ
て
、
患
者

側
に
寄
り
添
っ
た
本
日
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト

を
今
後
も
継
続
し
て
も
ら
い
た
い
」
な
ど
、

好
意
的
な
意
見
を
多
数
い
た
だ
い
た
。
�

�

IUHW Public Relations Magazine 2013.9

●新棟の完成予想図�

●堤病院長の説明を熱心に聞く参加者�

●来賓、関係者にご挨拶する高木理事長�
●神事が厳かに執り行われた�●神主に玉串を手渡す高木理事長�

●新たに着任した原修一施設長�

●佐々木教授の講演の後、池澤上席副院長司会のもと、�
　質疑応答が行われた�●祝賀会には、多くの来賓をお迎えした�

●ご挨拶をする寺岡病院長�
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施
設
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
／
国
際
医
療
福
祉
大
学
熱
海
病
院
／
山
王
病
院
�

施
設
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
／
化
学
療
法
研
究
所
附
属
病
院
／
高
木
病
院
／
栃
の
実
荘
�

第
二
回
健
康
講
座
�

熱
海
保
健
所
と
共
催
で
�

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
医
療
相
談
・
�

交
流
会
を
開
催
�



　
兵
馬
俑
で
有
名
な
西
安
市
の
出
身
で
す
。

こ
の
四
年
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
ま
し
た
。

留
学
生
に
と
っ
て
、
医
療
の
専
門
分
野
を
勉

強
す
る
の
は
や
さ
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

初
め
は
勉
強
を
続
け
ら
れ
る
か
少
し
自
信
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
学
科
の
先
生

方
の
励
ま
し
に
背
中
を
押
さ
れ
、
自
信
を
持

っ
て
勉
強
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
�

　
在
校
生
や
四
月
か
ら
新
た
に
本
学
に
入
学

さ
れ
た
留
学
生
の
み
な
さ
ん
、
本
学
の
勉
強

は
と
て
も
大
変
で
す
が
、
頑
張
れ
ば
必
ず
目

標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

先
生
方
は
留
学
生
だ
か
ら
と
い
っ
て
甘
や
か

し
て
は
く
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
真
剣
に
勉
強

す
る
学
生
に
対
し
て
は
出
身
地
に
関
係
な
く

親
身
に
な
っ
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
こ
の
大
学
で
夢
を
か
な
え
て
く
だ
さ
い
。
�

　
現
在
は
、
日
本
の
病
院
で
看
護
師
と
し
て

働
い
て
い
ま
す
。
本
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
誇

り
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
�

リ
・
ケ
ン
さ
ん（
中
国
）�

今
号
で
は
�

去
る
三
月
一
四
日
に
看
護
学
科
を
�

卒
業
し
た
リ
・
ケ
ン
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。�

看
護
学
科
�

　「
診
療
情
報
管
理
士
」と
は
、患
者
さ
ん

の
治
療
内
容
や
病
状
、検
査
記
録
等
が
書

か
れ
た
診
療
記
録（
カ
ル
テ
）の
処
理
と
管

理
を
専
門
に
行
う
医
療
事
務
の
専
門
職
で

あ
り
、病
院
の
安
全
管
理
や
経
営
を
行
う

う
え
で
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
。�

　
本
学
で「
診
療
情
報
管
理
士
」を
養
成

す
る
の
は
医
療
福
祉
学
部
 

医
療
福
祉
・マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
で
す
。「
診
療
情
報
管
理

士
」に
な
る
に
は
、日
本
病
院
会
が
指
定
す

る
本
学
科
の
よ
う
な
認
定
校
で
一
定
期
間

学
ん
だ
後
、毎
年
一
回
実
施
さ
れ
る
認
定
試

験（
公
的
資
格
）に
合
格
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。本
学
で
は
、こ
の
認
定
試
験
は
三
年

次
終
了
時
か
ら
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
た
め
、四
年
次
ま
で
に
二
回
受
験
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。�

　
本
年
三
月
の
本
学
の
合
格
率
は
、八
七
・

五
％
で
、全
国
合
格
率
四
三
・
七
％
の
ほ
ぼ

二
倍
で
し
た
。ま
た
、本
学
の
合
格
者
数
は

四
三
人
で
、全
国
認
定
校
中
で
、四
年
連
続

日
本
一で
す
。さ
ら
に
、本
年
三
月
卒
業
生
の

資
格
取
得
率（
四
年
次
終
了
時
ま
で
に
合

格
し
た
者
の
割
合
）は
、実
に
九
三
・
三
％
に

の
ぼ
り
、多
く
の
卒
業
生
が「
診
療
情
報
管

理
士
」と
し
て
本
学
を
巣
立
っ
て
い
き
ま
し

た
。�

　
今
回
、病
院
か
ら
レ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
い

た
川
島
里
美
さ
ん
や
同
じ
職
場
の
方
々
の

よ
う
に
、病
院
を
経
営
面
か
ら
支
え
て
い
き

た
い
と
い
う
夢
を
持
っ
て
い
る
方
、ま
わ
り
に

そ
う
し
た
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
は
、ぜ
ひ
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。�
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大学院入試に関するお問い合せは入試事務室まで（TEL：0287‐24‐3200）�

「働きながら大学院で学びたい」�
社会人が学びやすい3つの特長�

9月23日（月・祝）東京青山キャンパスで�
大学院進学説明会を開催します�

2014年度  入学生募集�大学院�

大田原、東京青山、小田原、熱海、福岡、大川に�
6つのキャンパスを開設しています。�

医療福祉学研究科�

薬科学研究科�薬学研究科�

保健医療学専攻� 医療福祉経営専攻�

臨床心理学専攻�

●看護学分野��

●ナースプラクティショナー�

　養成分野��

●助産学分野��

●理学療法学分野��

●作業療法学分野��

●言語聴覚分野��

●視機能療法学分野��

●福祉支援工学分野��

●リハビリテーション学分野��

●放射線・情報科学分野��

●生殖補助医療胚培養分野�

生命薬科学専攻�
●生命薬学分野��
●医療薬学分野�

保健医療学専攻�
●看護学分野��
●助産学分野��
●理学療法学分野��
●作業療法学分野��
●言語聴覚分野��
●視機能療法学分野��
●福祉支援工学分野��
●リハビリテーション学�
　分野��
●放射線・情報科学分野��
●生殖補助医療胚培養分野��
●医療福祉経営学分野��
●診療情報管理・�
　分析学分野��
●医療福祉国際協力学�
　分野��
●先進的ケア・ネットワーク��
　開発研究分野��
●医療福祉連携学分野��
●医療福祉ジャーナリズム��
　分野��
●医療福祉心理学分野�

●医療福祉経営学分野��

●診療情報管理・分析学分野�

●医療福祉国際協力学分野��

●先進的ケア・ネットワーク��

　開発研究分野��

●医療福祉連携学分野��

●医療福祉ジャーナリズム�

　分野�

修士課程�

（本学卒業生及び卒業見込者対象）�

修士課程�

医療・生命薬学専攻�

博士課程（4年制）�

博士課程�

9月23日（月・祝）14時より東京青山キャンパス５Ｆホールで大学院全体の進学説明会（オープンキャンパス）を開催します。�
内容は①ビデオ上映による大学院の紹介②大学院を代表する教授陣と本学修了生による座談会③各分野の個別ブースでの進学相
談会の３つです。大学院への進学を具体的に考えられている方はもちろん、大学院に興味をお持ちの方は気軽にご参加ください。�

①キャンパス�

多くの授業を平日の夕方以降と土曜日の昼間に�
行っています。�②カリキュラム�

複数のキャンパスでリアルタイムに受講できます。�
質問やディスカッションといった�
同時双方向のコミュニケーションが可能です。�

③同時双方向�
　遠隔授業�
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●国家試験に見事合格し、�
　現在日本で看護師として活躍中です！�

本学卒業生・修了生のみなさん�
左から●坂入玲子さん（Ｈ18年度卒業）●土屋美幸さん（Ｈ23年度卒業）�
　　  ●坂本泰敏さん（Ｈ18年度博士課程単位取得）�
  　　●川島里美さん（Ｈ23年度卒業）●大塚由貴さん（Ｈ19年度卒業）�

「
診
療
情
報
管
理
士
」
に
な
る
に
は
�



毎日バランスのとれた食事を作ること
の大変さを改めて実感し、親の毎日の
苦労が少しわかった気がします。また、
何回分かの料理をイメージしておかな
いと、買った野菜を使い切ることが意
外に難しいことも知りました。家事に
勉強にとても忙しいと思うこともあり
ますが、すぐ近くに友だちや先輩がい
るので、安心して過ごしています。�

毎日の食事を作ることの大変さ�

学生�
投稿�
ページ�

14

大津愛美さん�
（茨城県立水戸第三高校出身）�
医療福祉・マネジメント学科１年�

渡邉友佳さん（栃木県立那須拓陽高校出身）・右�
医療福祉・マネジメント学科１年�
�

菊池祐伎さん（栃木県立矢板東高校出身）・右　�
医療福祉・マネジメント学科１年�

今日は鮭とほうれん草のパスタを作りました。�
牛乳、とろけるチーズも使っています。�
家に帰って食べたいのは、�
母が作る春巻きです。�

堀川柚葉さん（福島県立富岡高校出身）・左　金田苑香さん（東京都 十文字高校出身）・右　いずれも作業療法学科１年�

料理が好きなので、食べたいものや
作りたい物を作って楽しんでいます。
でも、掃除（特に浴室の角のカビ）、
洗濯、ゴミ出しは慣れるまで大変で
した。これまでやってくれていた親
のありがたみがわかります。それと、
最初は光熱費の料金を見ても、普通
なのか使い過ぎなのかがわかりませ
んでした。これからも新しいジャン
ルの料理に挑戦したいです。 

自分ですることの多さ�

山浦翼さん�
（福島県立安達高校出身）�
医療福祉・マネジメント学科１年�
�

「なんちゃってローストポーク」。�
外はベーコン、中はマッシュポテト。�
家に帰って食べたいのは、父の野菜炒め、�
母のニラと卵の味噌汁です。�

ひとり暮らしをして気づいたことは、
料理の大変さです。毎朝、早く起き
てお弁当を作ったり、夕飯のメニュ
ーを考えて買い出しに行ったりと、
栄養のバランスを考えながらの料理
は思っていた以上に大変だと実感し
ています。スーパーでカゴを押しな
がら、自分で決めて買い物をしてい
く感覚も、ひとり暮らしをして初め
て味わいました。�

自分でする買い物と食事の工夫�

大越春奈さん�
（茨城県 常磐大学高校出身）�
作業療法学科１年�

ハンバーグの他に、かぼちゃの煮つけと�
いつものお弁当を作りました。�
家に帰って食べたいのは、�
母のいもがら入りの豚汁です。�

「新生活、新発見」がテーマの今回、奇しくも３人とも「食事」を取り上げています。自分の力での生活が始まると、まずは食事のペースを
どう作っていくかが最大のテーマになります。そして、これまで黙って家事をしてくれていた親のありがたさに気がつきました。�

写真左�

写真�
中央�

写真左�

今回は1年生が登場。ひとり暮らしを始めると気がつくことがいろいろ。�
意外なことが初めてだったり、とまどったり、�
さらには、自分の意外な面を発見したり。新生活ならではの�
“今さらながら”新発見をレポートします。�

新生活、新発見�


